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平成20年９月号３ 平成20年９月号 ２

①　

懐
中
電
灯

②　

食
料
品

③　

ラ
ッ
プ
（
キ
ッ
チ
ン
用
）

　
こ
れ
ら
は
、阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
、

被
災
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
実
際
に
役

に
立
っ
た
も
の
の
ベ
ス
ト
３
」
で
す
。

　
ラ
ッ
プ
は
、
手
を
ケ
ガ
し
た
と
き
に
包

帯
や
三
角
巾
の
代
わ
り
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
皿
に
敷
け
ば
汚
れ
ず
、
水
を
使
っ

て
洗
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
携
帯
電
話
は
ほ
と

ん
ど
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
携

帯
電
話
会
社
が
電
気
通
信
事
業
法
に
基
づ

き
、
重
要
通
信
の
確
保
の
た
め
、
一
般
通

信
に
対
し
て
規
制
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
で
す
。
公
衆
電
話
も
不
通
に
な
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
停
電
の
場
合
で

あ
れ
ば
、
十
円
玉
が
使
え
ま
す
の
で
、
必

ず
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
に
よ
る
火
災
の
原
因
は
、
ス
ト
ー

ブ
や
台
所
の
火
が
引
火
す
る
こ
と
に
よ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
中
に
は
ド
ラ

イ
ヤ
ー
な
ど
の
ス
イ
ッ
チ
を
付
け
た
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
電
気
が
回
復
し
た
時
に

ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
加
熱
し
引
火
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
通
電
火

災
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
普
段
か
ら
、
電
化
製
品
を
使
用
し
な
い

と
き
は
、
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
外

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
長
時
間
、
座
席
に
同
じ
姿
勢
で
座
っ
て

い
る
と
、
膝
の
裏
あ
た
り
の
静
脈
に
血
の

か
た
ま
り
が
で
き
る
こ
と
が
ま
れ
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
血
栓
が
怖
い
の
は
、
歩
い
て

い
る
間
に
そ
の
一
部
が
血
流
に
乗
っ
て
肺

に
と
び
、
肺
の
血
管
を
閉
塞
し
て
し
ま
う

こ
と
で
す
。
地
震
等
で
家
を
失
い
、
車
で

寝
泊
り
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場

合
に
も
、
時
々
外
に
出
て
体
を
伸
ば
し
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
人
は
、
膝
下
の
水
深
で
歩
く
の
が
困
難

に
な
り
、
腰
程
度
の
深
さ
に
な
る
と
歩
行

は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
り
ま
す
。
腰
ま

で
水
が
届
く
よ
う
な
場
合
は
、
決
し
て
無

理
を
せ
ず
、
高
い
場
所
で
救
援
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
お
年
寄
り
や
病
人
な
ど
を
救
出

す
る
場
合
は
、
背
負
う
か
、
浮
き
輪
を
利

用
し
（
た
だ
し
、
深
い
と
こ
ろ
で
は
流
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
使
用
し
な
い
）、

赤
ち
ゃ
ん
に
は
ベ
ビ
ー
バ
ス
を
使
用
す
る

の
も
有
効
で
す
。

　
あ
ま
り
欲
張
り
す
ぎ
ず
、
重
さ
は
男
性

で
十
キ
ロ
、
女
性
で
五
キ
ロ
を
目
安
に
、

次
の
も
の
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
貴
重
品
類

　
現
金
、
十
円
玉
（
公
衆
電
話
用
）
、
テ

レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
、
貯
金
通
帳
・
カ
ー

ド
類
、
健
康
保
険
証
・
証
書
類
、
免
許

証
・
身
分
証
明
書
、
家
や
車
の
鍵

②
避
難
用
具

　
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
ろ
う
そ

く
、
予
備
の
電
池
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
軍

手
③
救
急
用
具
　
傷
薬
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、

包
帯
、
脱
脂
綿
、
風
邪
薬
、
常
備
薬
、

胃
腸
薬

④
非
常
食
料
・
食
器

　
乾
パ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
缶

詰
め
、
組
食
器
、
缶
切
り

⑤
衣
類

　
下
着
類
、
防
寒
着
、
雨
具
、
タ
オ
ル
、

ハ
ン
カ
チ

　
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
土
砂
災
害
防
止

法
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
に

基
づ
き
平
成
十
八
年
度
か
ら
中
野
・
日
野
・

延
徳
・
豊
津
・
上
今
井
・
永
田
地
域
で
土

砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
が
さ
れ
、
平
成

二
十
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
市
内
の

基
礎
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
土
砂
災
害
防
止
法
と
は
？

　
土
砂
災
害
防
止
法
と
は
、
土
砂
災
害
か

ら
国
民
の
生
命
・
身
体
を
保
護
す
る
た
め
、

土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
区
域
に
つ
い
て

の
危
険
の
周
知
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
、

特
定
開
発
行
為
の
制
限
、
住
宅
等
の
新
規

立
地
抑
制
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
基
礎
調
査
と
は
？

　
渓
流
や
斜
面
及
び
そ
の
下
流
な
ど
、
土

砂
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
恐
れ
の
あ

る
区
域
の
地
形
、
地
質
、
土
地
利
用
状
況

等
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
た
調
査
員
が
宅
地
に
立
入
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

　
ど
ん
な
区
域
が

　
指
定
さ
れ
る
の
か
？

　
基
礎
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
市
長
の
意

見
を
聴
取
し
た
う
え
で
、
土
砂
災
害
の
恐

れ
の
あ
る
区
域
を
指
定
し
ま
す
。

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域

　
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
区
域

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
う
ち
、
建
築
物

に
損
壊
が
生
じ
、
住
民
に
著
し
い
危
害
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
区
域

　
警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒
区
域

　
に
指
定
さ
れ
る
と
…

警
戒
区
域
で
は
…

○
警
戒
避
難
体
制
の
整
備

　
行
政
に
よ
り
、
土
砂
災
害
か
ら
皆
様
の

生
命
・
身
体
を
守
る
た
め
、
災
害
情
報
の

伝
達
や
避
難
が
確
実
に
行
わ
れ
る
警
戒
避

難
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
ま
す
。
　

特
別
警
戒
区
域
で
は
…

○
特
定
の
開
発
行
為
に
対
す
る
許
可
制

　
県
に
よ
り
、
住
宅
宅
地
分
譲
や
災
害
時

要
援
護
者
関
連
施
設
の
立
地
の
た
め
の
開

発
行
為
は
、
基
準
に
従
っ
た
も
の
に
限
っ

て
許
可
さ
れ
ま
す
。

○
建
築
物
の
構
造
の
規
制

　
居
室
を
有
す
る
建
築
物
は
、
作
用
す
る

と
想
定
さ
れ
る
衝
撃
等
に
対
し
て
建
築
物

の
構
造
が
安
全
で
あ
る
か
ど
う
か
建
築
確

認
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
宅
地
建
物
取
引
に
お
け
る
措
置

　
特
定
の
開
発
行
為
に
お
い
て
は
、
県
知

事
の
許
可
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
当
該

宅
地
の
広
告
、
売
買
契
約
の
締
結
が
行
え

ま
せ
ん
。
ま
た
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、

当
該
宅
地
ま
た
は
建
物
の
売
買
等
に
あ
た

り
、
特
定
の
開
発
行
為
の
許
可
に
つ
い
て

重
要
事
項
説
明
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
建
築
物
の
移
転
等
の
勧
告
・
支
援
措
置

　
県
に
よ
り
、
著
し
い
損
壊
が
生
じ
る
恐

れ
の
あ
る
建
築
物
の
所
有
者
等
に
対
し
、

移
転
等
の
勧
告
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
区
域
指
定
に
伴
う

　
地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
中
野
建
設
事
務
所
で
は
、
土
砂
災
害
防

止
法
の
区
域
指
定
に
伴
い
、
平
野
・
高
丘
・

長
丘
・
科
野
・
倭
地
域
の
該
当
区
に
お
い

て
地
元
説
明
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
該
当
区
の
皆
様
に
は
、
説
明

会
の
日
時
等
を
全
戸
配
布
に
よ
り
通
知
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
区
域
指
定
に
伴
う
地
元
説
明
会
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
野
建
設
事
務
所
整

備
課
計
画
調
査
係
（
☎
�
３
１
３
８
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑥
生
活
用
品

　
万
能
ナ
イ
フ
、
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
、

ガ
ム
テ
ー
プ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、

洗
面
用
具
、
裁
縫
道
具
、
ラ
ッ
プ

⑦
そ
の
他

　
生
理
用
品
、
介
護
用
品
、
赤
ち
ゃ
ん
用

品
　
次
の
も
の
は
、
災
害
復
旧
ま
で
の
数
日

間
を
、
自
足
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お

く
も
の
で
す
。
最
低
で
も
家
族
一
人
当
た

り
三
日
分
、
で
き
れ
ば
五
日
分
を
用
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
飲
料
水　

　
大
人
一
人
当
た
り
、
一
日
三
リ
ッ
ト

ル
が
必
要
最
低
量
で
す
。
家
族
全
員
分

を
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
に
溜
め
て
お
き
、

で
き
れ
ば
沸
か
し
て
か
ら
飲
み
ま
し
ょ

う
。
炊
事
・
洗
濯
・
ト
イ
レ
な
ど
に
使

う
、
生
活
用
水
の
確
保
も
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
食
料
品　

　
そ
の
ま
ま
、
ま
た
は
簡
単
な
調
理
で

食
べ
ら
れ
る
、
缶
詰
め
、
レ
ト
ル
ト
食

品
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、
切
り
も
ち
な

ど
と
と
も
に
、
調
味
料
な
ど
も
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
燃
料
・
そ
の
他

　
短
期
間
な
ら
、
卓
上
コ
ン
ロ
や
固
形

燃
料
で
十
分
で
す
が
、
冬
期
は
暖
房
用

の
燃
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
新
聞
紙
、
キ
ッ
チ
ン
用

ラ
ッ
プ
な
ど
も
便
利
で
す
。

覚
え
て
お
こ
う
！
役
立
つ
防
災
の
豆
知
識

「
役
に
立
つ
も
の
ベ
ス
ト
３
」

十
円
玉
を
忘
れ
ず
に

通
電
火
災
に
気
を
付
け
よ
う

車
の
中
や
、
狭
い
と
こ
ろ
に

長
く
と
ど
ま
る
の
は
危
険
で
す

人
が
歩
け
る
水
の
深
さ
は
？

非
常
持
ち
出
し
品
の

準
備
を
し
ま
し
ょ
う

一
次
持
ち
出
し
品

の
ポ
イ
ン
ト

土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
指
定
さ
れ
ま
す

災害に備える
特集

　いつ起こるかわからない災害。いざというとき
のための備えはできていますか。ここでは、日々
の対策と「もしも」の時の対応についてご紹介し
ます。もし、災害が起きても備えがあれば軽減で
きます。身の回りをもう一度確認し、災害に備え
ましょう。



　これらの転倒防止具の使用のほかにも、重いも
のは下に、軽いものを上に収納するだけでも転倒
の予防になります。複合的な対策が重要です。

平成20年９月号5 平成20年９月号 ４

1
我
が
身
の
安
全
を
図
る

　
机
、
テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ッ
ド
な
ど
の
下

に
身
を
ふ
せ
、
様
子
を
み
ま
し
ょ
う
。

2
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
す
る

　
地
震
で
一
番
恐
ろ
し
い
の
は
火
災
で

す
。
揺
れ
を
感
じ
た
ら
身
の
安
全
を
守

り
な
が
ら
、
あ
わ
て
ず
に
火
の
始
末
を

し
ま
し
ょ
う
。

3
戸
を
開
け
て
出
口
を
確
保
す
る

　
出
口
の
確
保
が
重
要
で
す
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
だ
と
、
ゆ
が
み
で

出
入
口
が
開
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

4
火
が
出
た
ら
、
す
ぐ
消
火
す
る

　
万
一
出
火
し
た
場
合
、
初
期
の
う
ち

に
火
を
消
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
大
声

で
隣
近
所
に
声
を
か
け
合
い
、
協
力
し

て
消
火
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

5
外
に
逃
げ
る
と
き
は
あ
わ
て
ず
に

　
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
、
あ
わ
て
ず

に
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
、
落
ち
着
い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

6
狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
が
け
や
川
べ
り 

　

に
近
づ
か
な
い

　
ブ
ロ
ッ
ク

塀
、
門
柱
な

ど
は
倒
れ
る

恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、

避
難
の
時
に

は
近
寄
ら
な

い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

7
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に
注
意
す
る

　
居
住
地
の
自
然
環
境
を
知
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
山
崩
れ
、
が
け
崩

れ
が
起
き
や
す
い
危
険
な
場
所
か
ら

は
、
す
み
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

8
避
難
は
歩
い
て
、
荷
物
は
少
な
く

　
消
火
、
救
護
活
動
等
の
障
害
と
な
り

ま
す
の
で
、
車
は
絶
対
に
使
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
身
軽
に
行

動
で
き
る
よ
う
荷
物
も
最
小
限
に
し
ま

し
ょ
う
。

9
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護

　
お
年
寄
り
や
ケ
ガ
人
な
ど
に
声
を
か

け
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

�
正
し
い
情
報
を
聞
く

　
市
・
消
防

署
・
警
察
署

な
ど
の
公
共

機
関
の
正
し

い
情
報
を
聞

く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　市では、平常時およ
び災害発生時の情報伝
達体制の確保と皆さん
の安全を守ることを目
的に、屋外スピーカーを市内に 132 基設置
し、随時、大切な情報の放送を行っており
ます。
　なお、通報可能範囲は住宅地のほぼ全域
としており、放送はゆっくり、間隔を空け
る、通常会話とは異なった話し方など工夫
をしていますが、住宅の構造、風向き、ス
ピーカの向き、近隣の交通事情等により、
各ご家庭においては、聞こえにくい状況に
なることもあります。チャイムが聞こえた
場合には、窓を開ける、聞きやすい場所に
移動するなどして、放送の内容に耳を傾け
ていただきますよう、お願いいたします。
　また、右記の方法により放送内容が確認
できますので、どうぞご利用ください。

問い合わせ先　市役所庶務課防災係（☎22－2111　内線210）

防災行政無線放送

　近年発生した大きな地震の負傷者のうち30％から
50％の方が、家具類の転倒・落下が原因で負傷して
います。
　また、転倒・転落した家具類につまずいて転倒し
たり、家具が倒れたときに割れた食器やガラスなど
で怪我をするなど、家具類の転倒は二次的な負傷の
原因にもなっています。
　地震の発生を抑制することはできませんが、皆さ
んの日ごろの備えにより次のような対策を講じる事
により、災害は減災することができます。

ベルト・チェーン式
　家具と壁をそれぞれネ
ジ止めした金具を、ベル
ト、金属チェーンなどで
結んだタイプストッパー式

　家具の最下部にくさび
状に挟み込み、家具を壁
側に傾斜させるタイプ

ガラス飛散防止フィルム
　家具のガラス面にフィ
ルムを張り、割れた場合
の飛散防ぐものマット式

　粘着性のゲル状のも
ので、家具の底面と床
面を接着させるタイプ

Ｌ型金具
　家具と壁をネジによっ
て固定するタイプ

ポール（つっぱり棒）式
　ネジ止めすることなく、
家具と天井の隙間に設置
する棒状のタイプ

家具の転倒を防止しましょう

（気象庁パンフレットより）

　　　　電話から

　　●ご自宅のＮＴＴ一般加入電話や携帯電話を利用
　　　して、放送内容を音声で確認することができます。
　　●ご利用方法
　　　　　　　　　　ハヤクキコウムセン　
　　　０１２０‐８９２‐５６０
　　　　　　　にダイヤルしてください。（通話無料）

　　　　
中野市公式ホームページから　

　
　　　　（ホームページを閲覧できる環境が必要です。）

　　●防災行政無線の放送内容を文書で確認すること
　　　ができます。
　　●ご利用方法
　　　ＵＲＬ   http://www.city.nakano.nagano.jp 

　　
　　　パソコン：「暮らしの情報」「防災行政無線放送」　　　
　　　携帯電話：「防災情報」「防災行政無線放送」
　

大切な情報をお伝えしています 地
震
か
ら
身
を
守
る

心
得
10
ポ
イ
ン
ト

心
得
10
ポ
イ
ン
ト

放送内容の確認方法
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教
育
委
員
会
は
、
八
月
一
日
㈮

付
け
で
、
次
の
二
件
の
石
造
文
化

財
を
市
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

し
ま
し
た
。

①
所
在
地
　
中
野
市
大
字
桜
沢
字

窪
山
一
二
一
二
番
地
九(

桜
沢
地

区
西
側
の
集
落
か
ら
外
れ
た
、
県

道
中
野
小
布
施
線
沿
い
の
山
裾
に

所
在)

②
所
有
者
　
桜
沢
区

③
由
来
・
伝
承

　
総
高
一
〇
五
㌢
の
石
造
の
地
蔵

尊
で
、
正
確
な
造
立
年
代
、
趣
意

な
ど
は
不
明
で
す
が
、
次
の
よ
う

な
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
『
む
か

し
、
桜
沢
の
人
た
ち
は
、
天
地
の

恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
楽
し
く
く

ら
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る

年
、
ム
ラ
に
コ
ロ
リ(

コ
レ
ラ)

が
大
流
行
し
て
、
多
く
の
人
が
亡

く
な
っ
た
。
そ
の
死
者
を
ム
ラ

は
ず
れ
の
窪
地
に
運
ん
で
火
葬
し

た
。
そ
の
上
に
安
置
し
た
の
が
、

釜
上
地
蔵
で
あ
る
。

　
そ
の
の
ち
、
誰
言
う
と
な
く
、

こ
の
地
蔵
尊
を
信
仰
す
れ
ば
悪
病

が
流
行
し
な
い
と
、
お
参
り
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
い
つ
の

こ
ろ
で
あ
っ
た
か
、
ム
ラ
中
こ
の

像
を
担
ぎ
ま
わ
っ
て
祈
願
し
た
の

で
、
悪
病
は
い
っ
さ
い
ム
ラ
に

入
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
せ

ん
べ
い
を
一
枚
お
供
え
す
る
と
、

お
産
や
子
ど
も
の
夜
泣
き
に
ご
利

益
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
』

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
蔵
尊
造
立

の
趣
意
は
、
流
行
病
の
コ
レ
ラ
の

犠
牲
者
を
葬
っ
た
供
養
地
蔵
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
ま
た
、
桜
沢
で
は
、
江
戸
時
代

の
享
保
二
年(

一
七
一
七)

か
ら

七
年(

一
七
二
二)

に
か
け
て
、

連
続
し
て
洪
水
の
被
害
に
見
舞
わ

れ
、
享
保
四
年(

一
七
一
九)

頃
、
疫
病
が
発
生
し
、
多
数
の
死

者
が
出
て
、
窪
山
の
山
腹
の
窪
地

で
荼
毘
に
付
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
し

て
、
疫
病
に
よ
る
死
者
の
供
養
の

た
め
に
造
立
し
た
地
蔵
尊
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

④
信
仰
・
祭
り
の
姿

　
釜
上
地
蔵
尊
の
縁
日
は
九
月

二
十
四
日
。
毎
年
こ
の
日
は
桜
沢

区
や
近
隣
の
参
詣
者
で
大
変
賑
わ

い
ま
す
。

　
縁
日
の
前
夜
、
当
番
地
区(

南

沢
、
田
端
、
中
ノ
沢
、
会
下
沢

(

え
ん
げ
さ
わ)

の
四
常
会
持
ち

回
り
：
四
年
に
一
回)

で
、
お
寺

さ
ん(

大
熊
区
の
龍
水
寺)

に
来

て
も
ら
っ
て
法
要
を
し
、
茶
碗
酒

で
御
斎
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
蔵
尊
お
札
刷
り
を

し
、
縁
日
当
日
桜
沢
区
全
戸
と
参

詣
者
に
配
り
ま
す
。
お
札
は
お
勝

手
の
竈(

か
ま
ど)

付
近
に
貼
っ

て
お
き
ま
す
。

　
縁
日
当
日
、
当
番
地
区
各
家
で

は
、
米
の
粉
で
つ
く
っ
た
団
子
を

一
重
箱
つ
く
り
、
持
ち
寄
っ
て
参

詣
者
に
御
供
え
と
し
て
配
り
ま

す
。
『
こ
の
団
子
を
食
べ
る
と
病

気
を
し
な
い
』
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
の
夜
泣
き
や
病
気
平
癒

の
祈
願
を
す
る
人
や
平
癒
お
礼
参

り
の
参
詣
者
は
、
焙
烙(

ほ
う
ろ

く)
(

土
鍋
の
一
種)

で
焼
い
た

せ
ん
べ
い
を
供
え
る
習
俗
が
あ
り

ま
す
。

①
所
在
地
　
中
野
市
大
字
上
今
井

字
丸
山
三
三
三
五
番
地
一
（
中
野

市
大
字
上
今
井
三
三
三
六
番
地 

神
田
文
忠
氏
の
敷
地
内
に
所
在
）

②
所
有
者
　
中
野
市
大
字
上
今
井

三
三
三
六
番
地
　
神
田
文
忠
氏

③
由
来
・
伝
承

　
総
高
一
二
〇
㌢
の
石
造
の
地
蔵

尊
で
、
地
元
の
人
た
ち
は
、
地
蔵

尊
が
あ
る
こ
の
周
辺
の
地
区
を

「
荒
山(

あ
ら
や
ま)

」
と
呼
ん

で
お
り
、
豊
井
小
学
校
の
南
の
旧

飯
山
街
道
に
通
じ
る
古
道
の
脇
に

あ
る
こ
の
地
蔵
尊
を
、
「
※
ム
ラ

の
北
の
ほ
う
に
あ
る
」
と
い
う
意

味
か
ら
、
「
北
ム
ラ
の
お
地
蔵
さ

ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。(

※
注 

こ
こ
で
い
う
「
ム
ラ
」
と
は
、
旧

豊
田
村
の
「
村
」
で
は
な
く
、
地

元
の
人
た
ち
が
「
荒
山
」
と
呼
ん

で
い
る
地
区
を
指
し
ま
す
。)

　
明
治
三
十
年(

一
八
九
七)

頃
、
県
道
の
工
事
の
た
め
、
現
在

地
に
移
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
荒
山
は
、
千
曲
川
に
近
い
川
辺

の
集
落
で
、
水
難
事
故
の
多
い
地

区
で
し
た
。

　
地
蔵
尊
の
背
面
に
刻
ん
で
あ
る

銘
文
か
ら
、
江
戸
時
代
の
寛
保
二

年(

一
七
四
二)

の
大
洪
水
で
、

こ
の
荒
山
の
通
船
の
船
着
場
付
近

に
、
洪
水
に
よ
る
溺
死
者
が
漂
着

し
、
そ
の
犠
牲
者
を
弔
う
た
め
、

「
袖
山
氏
」
と
い
う
人
物
の
発
願

に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
地
蔵
尊
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
寛
保
二
年
の
大
洪
水
は
、
寛
保

二
年
が
壬
戌(

み
ず
の
え
い
ぬ)

の
年
に
あ
た
る
た
め
、
千
曲
川
流

域
で
は
「
戌(

い
ぬ)

の
満
水
」

と
呼
ば
れ
、
多
数
の
犠
牲
者
を
出

す
と
と
も
に
、
家
屋
、
田
畑
が
流

出
す
る
な
ど
多
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　
そ
の
被
害
の
大
き
さ
は
、
各
地

に
伝
承
や
慰
霊
碑
な
ど
で
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

④
文
化
財
指
定
に
つ
い
て

　
「
戌(

い
ぬ)

の
満
水
」
と
い

う
歴
史
的
事
実
を
記
録
し
、
川
辺

に
住
む
人
た
ち
が
水
除
け
の
祈
り

を
さ
さ
げ
た
地
蔵
尊
は
大
変
貴
重

で
す
。
上
流
各
地
に
も
同
類
の
地

蔵
尊
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
今
日
で

は
地
区
で
管
理
祭
祀
が
行
わ
れ
て

お
り
、
説
明
板
等
が
設
置
さ
れ
、

後
世
に
歴
史
を
伝
え
る
証
言
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文
化
財
係
（
☎
�
３
１
１
２
）

　
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
面
の

下
に
は
昔
の
人
た
ち
が
生
活
し
た

集
落
跡
等
の
遺
跡
が
埋
没
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
埋
蔵
文
化
財
と
い

い
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
が
地
下
に

埋
没
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
土
地
を
「
周
知
の
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
」
と
い
い
ま
す
。

　
埋
蔵
文
化
財
は
、
日
本
の
歴

史
、
文
化
等
の
正
し
い
理
解
の
た

め
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
変

重
要
な
資
料
で
す
。
そ
し
て
、
国

民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
こ
う
し
た
埋
蔵
文
化
財

を
保
存
す
る
た
め
に
「
文
化
財
保

護
法
」
を
制
定
し
、
そ
の
保
存
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
法
で
は
、
周
知
の

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
現
状
を
変

更
（
土
木
工
事
等
で
、
土
地
を
掘

削
す
る
行
為
を
行
う
こ
と
）
す
る

場
合
は
、
そ
の
旨
を
文
化
庁
長
官

に
届
け
出
て
、
必
要
な
指
示
を
受

け
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場

合
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
現
状
変
更
と
は
、
土
地
を
掘
削

す
る
行
為
全
般
を
指
し
ま
す
の

で
、
盛
土
、
切
土
に
よ
っ
て
宅
地

造
成
を
す
る
、
新
し
く
道
路
を
築

造
す
る
等
の
ほ
か
に
も
、
建
物
の

基
礎
工
事
の
た
め
土
地
を
掘
削
す

る
こ
と
、
擁
壁
を
設
置
す
る
た
め

土
地
を
掘
削
す
る
こ
と
、
土
地
の

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
う
こ
と
、

土
地
の
表
土
剥
ぎ
や
、
土
地
か
ら

の
砂
利
採
取
等
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
周
知
の
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
で
、
こ
の
よ
う
な
土

地
を
掘
削
す
る
工
事
を
行
う
場
合

に
は
、
工
事
着
手
前
に
、
所
定
の

様
式
（
市
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま

す
）
に
よ
る
書
面
で
、
そ
の
旨
を

文
化
庁
長
官
（
現
在
は
、
長
野
県

教
育
委
員
会
が
こ
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
）
に
届
け
出
て
、
必
要
な
指

示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
届
け
出
書
類
は
、
市
教
育
委
員

会
を
通
じ
て
県
教
育
委
員
会
に
提

出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
届

け
出
書
類
を
受
理
し
、
必
要
な
意

見
を
付
し
て
県
教
育
委
員
会
に
送

付
す
る
事
務
を
市
教
育
委
員
会
が

行
っ
て
い
ま
す
。

　
埋
蔵
文
化
財
は
国
民
共
有
の
大

切
な
財
産
で
あ
り
、
そ
れ
を
守
る

義
務
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
土
木
工
事
等
を
計
画
さ
れ
た
場

合
に
は
、
建
築
確
認
申
請
等
の
他

法
令
に
よ
る
手
続
き
の
前
に
、
ま

ず
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

で
あ
る
か
ど
う
か
を
市
教
育
委
員

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文
化
財
係
（
☎
�
３
１
１
２
）

釜
上
地
蔵

（
か
ま
う
え
じ
ぞ
う
）

北
ム
ラ
の
お
地
蔵
さ
ん

（
き
た
む
ら
の
お
じ
ぞ
う
さ
ん
）

市
有
形
民
俗
文
化
財
に
２
件
を
追
加

市
有
形
民
俗
文
化
財
に
２
件
を
追
加

周知の埋蔵文化財包蔵地で土木工事等を
行おうとする皆さんへのお願い

銅
戈
・
銅
鐸
の
展
示
を

　
　
　
　
　
　
行
い
ま
し
た

　
昨
年
十
月
に
、
市
内
の
柳
沢
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
銅
戈
・
銅
鐸
の

展
示
を
、
八
月
十
四
日
㈭
に
歴
史

民
俗
資
料
館
に
お
い
て
行
い
ま
し

た
。

　
今
回
、
財
団
法
人
長
野
県
文
化

振
興
事
業
団
長
野
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
地
元

で
特
別
に
展
示
を
行
っ
た
も
の

で
、
約
二
千
年
前
の
弥
生
時
代
の

青
銅
器
で
あ
る
銅
戈
・
銅
鐸
の
実

物
を
一
目
見
よ
う
と
、
大
勢
の
皆

さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
銅
戈
・
銅
鐸
が
一
緒
に
出

土
し
た
こ
と
は
、
東
日
本
で
は
初

め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
全
国
的
に

も
数
例
し
か
な
い
こ
と
か
ら
大
き

な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
展
示
し
た
青
銅
器

は
、銅
戈
四
本
（
四
～
七
号
）
と
、

銅
鐸
で
、
出
土
し
た
銅
戈
・
銅
鐸

は
保
存
処
理
の
た
め
、
順
次
奈
良

県
奈
良
市
の
独
立
行
政
法
人
国
立

文
化
財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所

へ
搬
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

中
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文
化
財
係
（
☎
�
３
１
１
２
）　

▲▼展示の様子

▼▲▼市内各地の遺跡から
　　　出土した出土遺物
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広
島
市
内
視
察
の
感
想

　
広
島
市
内
に
入
り
、
原
爆
ド
ー

ム
が
見
え
て
く
る
と
、
そ
こ
は
平

和
へ
の
思
い
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
は「
原
爆
の
子
の
像
」

へ
行
き
ま
し
た
。
像
の
ま
わ
り
に

は
、
た
く
さ
ん
の
折
り
鶴
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
、
原

爆
で
死
ん
で
い
っ
た
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
す
ぐ
近
く
に
あ
る
原
爆
ド
ー

ム
は
、
教
科
書
な
ど
で
み
た
と
お

り
、
ど
う
に
か
形
を
と
ど
め
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

教
科
書
な
ど
で
は
伝
え
き
れ
な
い
、

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
怖
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
し
、
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
平
和
記
念
資
料
館
は
、

原
爆
被
災
者
の
状
況
を
示
す
ジ
オ

ラ
マ
が
あ
っ
て
、
焼
け
こ
げ
て
血

だ
ら
け
で
、
皮
膚
が
た
れ
下
が
っ

て
い
ま
し
た
。
人
々
が
こ
ん
な
姿

に
な
っ
て
い
た
な
ん
て
、
信
じ
ら

れ
な
く
て
、
ち
ゃ
ん
と
見
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
内
視

察
で
は
、
平
和
に
対
す
る
思
い
が

よ
り
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

翠
町
中
学
校
と
の

　
　
　
　
　
交
流
を
通
し
て

　
翠
町
中
学
校
は
原
爆
に
よ
っ
て

先
生
や
生
徒
た
ち
が
亡
く
な
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
核
兵
器
の
恐

ろ
し
さ
を
忘
れ
ず
に
、
世
界
に
広

め
て
い
こ
う
と
た
く
さ
ん
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
大

き
な
平
和
活
動
が
、
八
月
四
日
に

行
わ
れ
る
校
内
慰
霊
祭
で
す
。
校

内
慰
霊
祭
は
、
生
徒
会
が
中
心
と

な
り
、
ク
ラ
ス
で
折
り
鶴
を
作
成

し
た
り
、
世
界
が
平
和
に
な
る
た

め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
作
成
し
ま

す
。
そ
し
て
、
全
校
で
は
平
和
の

歌
を
歌
っ
た
り
、
平
和
ア
ピ
ー
ル

と
い
っ
て
、
中
学
生
の
言
葉
で
平

和
を
訴
え
ま
す
。

　
私
は
、
校
内
慰
霊
祭
の
様
子
を

見
せ
て
い
た
だ
き
、
私
と
同
世
代

の
人
た
ち
が
平
和
活
動
を
行
い
、

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
世
界
に
向

け
て
発
信
し
て
い
る
け
れ
ど
、
私

は
何
も
し
な
い
で
『
世
界
が
平
和

に
な
れ
ば
い
い
な
』
と
他
人
任
せ

に
考
え
て
い
て
、
と
て
も
恥
ず
か

し
く
な
り
、
私
も
何
か
行
動
を
お

こ
さ
な
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
し
た
。

夏
休
み
が
あ
け
る
と
、
学
校
で
の

派
遣
事
業
の
報
告
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
報
告
会
が
、
私
の
平
和
活
動

の
第
一
歩
だ
と
思
う
の
で
、
一
人

で
も
多
く
平
和
に
つ
い
て
考
え

て
く
れ
る
人
が
増
え
る
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
記
念
式
典
を
見
学
し
て

　
八
月
六
日
に
行
わ
れ
た
平
和
記

念
式
典
に
は
、
と
て
も
多
く
の

人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。
全
国
、
そ

し
て
世
界
中
か
ら
、
こ
れ
だ
け
の

人
数
の
老
若
男
女
が
集
ま
っ
た
と

い
う
事
は
、
そ
れ
だ
け
注
目
さ
れ

て
い
る
式
典
な
の
だ
と
、
改
め
て

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
和
記
念
式
典
の
内
容
は
、
原

爆
死
没
者
名
簿
奉
納
・
式
辞
・
献

花
・
黙
と
う
・
平
和
の
鐘
・
平
和

宣
言
・
放
鳩
・
平
和
へ
の
誓
い
・

広
島
平
和
の
歌
の
合
唱
、
と
い
っ

た
も
の
で
、
全
て
に
「
平
和
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
実
際
に
式
典
の
前

に
献
花
を
し
た
り
、
式
典
の
と
き

に
合
唱
を
し
た
り
し
た
こ
と
で

「
自
分
達
も
こ
の
式
典
に
参
加
し

て
い
る
ん
だ
。」
と
実
感
し
ま
し

た
。
そ
の
せ
い
か
、
と
て
も
興
味

を
持
っ
て
参
加
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
で
多
く
の
人
々
の
話

を
聞
き
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
日
本

が
、
特
に
広
島
市
が
、
ど
れ
だ
け

「
平
和
」
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
平
和
へ
の
誓
い
で
は
、
自
分

達
が
次
の
世
代
の
人
達
に
ヒ
ロ
シ

マ
の
願
い
で
あ
る
「
核
廃
絶
」
を

伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
強
く

思
い
ま
し
た
。
今
回
の
平
和
記
念

式
典
で
、
僕
は
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
べ
た
と
思
い
ま
す
。「
世
界

を
平
和
に
す
る
」
と
、
心
か
ら
思

え
た
式
典
で
し
た
。

平
和
使
節
派
遣
事
業
を
終
え
て

　
三
日
間
の
中
で
僕
は
平
和
の
大

切
さ
や
原
子
爆
弾
の
恐
ろ
し
さ
、

ま
た
今
ま
で
知
る
こ
と
の
出
来
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
日
間
を
通
し
て
、
原
子
爆
弾
は

一
瞬
で
僕
達
か
ら
何
も
か
も
奪
い

去
っ
て
し
ま
う
、
と
て
も
恐
ろ
し

い
も
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
爆
弾
が
使
わ
れ
な

く
な
る
た
め
に
は
、
や
っ
ぱ
り
平

和
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
僕
は
世
界
を
平
和
に
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
僕
達
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
あ
る
い
じ
め
や
、
差
別
と

い
っ
た
小
さ
な
問
題
を
改
善
し
て

い
く
こ
と
が
、
や
が
て
世
界
平
和

に
つ
な
が
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い

の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
一
人
一
人
が
意
識
を
変
え
れ
ば

そ
れ
が
世
界
平
和
に
つ
な
が
り
、

そ
れ
が
ま
た
「
原
子
爆
弾
を
世
界

か
ら
な
く
す
」
と
い
う
こ
と
に
つ

な
が
り
、
も
う
二
度
と
広
島
・
長

崎
で
お
き
た
恐
ろ
し
い
こ
と
が
お

き
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
自
分
か

ら
し
っ
か
り
と
意
識
を
変
え
て
い

き
た
い
で
す
。

　
八
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
、
中
野
平
中
学
校
三
年
の
内

藤
大
貴
さ
ん
、
小
林
大
樹
さ
ん
、
保
科
弥
生
さ
ん
、
畔
上
由
梨
さ
ん

の
四
名
が
、「
平
和
使
節
」
と
し
て
、
被
爆
地
の
広
島
県
広
島
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　
四
名
が
戦
争
の
む
な
し
さ
や
悲
惨
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
広
島
市

の
中
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

被 

爆 

地 

派 

遣～ 広
島
市 

～

中
学
生
派
遣
事
業
　
現
地
レ
ポ
ー
ト

　
八
月
四
日
、
五
日
の
二
日
間
、
豊
田
中
学
校
三
年
の
丸
山
将
生
さ

ん
、
外
谷
賢
吾
さ
ん
、
小
林
愛
美
さ
ん
の
三
名
が
、「
学
校
新
聞
特

派
員
」
と
し
て
、姉
妹
都
市
の
茨
城
県
北
茨
城
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
三
名
が
実
際
に
見
て
、
感
じ
た
姉
妹
都
市
の
様
子
や
北
茨
城
市
の

中
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

学
校
新
聞
特
派
員

～ 
姉
妹
都
市 

北
茨
城
市 

～

北
茨
城
市
に
つ
い
て

　
北
茨
城
市
は
、
人
口
約
五
万

人
、
面
積
一
八
六
・
五
五
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
、
中
野
市
の
姉
妹

都
市
で
す
。
都
心
に
近
い
の
で
、

ビ
ル
な
ど
が
建
っ
て
い
る
か
な
と

思
っ
た
ら
、
も
の
す
ご
く
自
然
豊

か
で
海
も
あ
る
し
、
森
林
も
あ
る

の
で
、
ち
ょ
っ
と
想
像
と
違
い
ま

し
た
。

　
有
名
な
も
の
は
、
あ
ん
こ
う
と

ガ
ラ
ス
製
品
で
す
。
あ
ん
こ
う
は

北
茨
城
市
の
市
の
魚
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
。

北
茨
城
市
の
有
名
人

　
北
茨
城
市
の
有
名
人
は
、
野
口

雨
情
、
岡
倉
天
心
な
ど
で
す
。
特

に
野
口
雨
情
は
有
名
な
詩
人
で
、

「
赤
い
靴
」
、
「
證
城
寺
の
狸

囃
子
」
、
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」
、

「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」
な
ど
、
挙

げ
て
い
け
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
、

た
く
さ
ん
の
詩
を
書
い
た
人
で

す
。

　
僕
達
は
、
そ
の
野
口
雨
情
の
生

家
や
、
記
念
館
に
行
き
ま
し
た
。

生
家
に
は
、
野
口
雨
情
が
当
時
詩

を
書
く
と
き
に
使
っ
て
い
た
眼
鏡

な
ど
が
あ
り
、
詩
を
書
い
て
い
る

様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し

た
。
野
口
雨
情
は
、
中
野
市
の
有

名
な
作
曲
家
、
中
山
晋
平
と
親
睦

が
深
く
、
二
百
曲
以
上
も
彼
に

作
曲
を
手
が
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
、
「
シ
ャ
ボ
ン

玉
」
、
「
あ
の
町
こ
の
町｣

な
ど

も
あ
り
ま
す
。
野
口
雨
情
は
、
中

山
晋
平
の
他
に
も
、
本
居
長
世
、

藤
井
清
水
に
も
作
曲
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

中
山
晋
平
と

野
口
雨
情
の
つ
な
が
り

　
な
ぜ
、
僕
達
が
北
茨
城
市
へ

行
っ
て
華
川
中
学
校
の
人
と
交
流

し
た
か
と
い
う
と
、
中
野
市
の
中

山
晋
平
と
北
茨
城
市
の
野
口
雨
情

と
の
交
流
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

そ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
野
口
雨
情
は
、
明
治
十
五
年
に

生
ま
れ
、
十
五
、
六
才
の
時
に
詩

人
に
な
ろ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
中
山
晋
平
と
の
出
会
い

は
、
「
船
頭
小
唄
」
と
い
う
初
め

て
作
っ
た
詩
を
、
雨
情
が
晋
平
に

頼
ん
で
作
曲
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
そ
の
後
も
数
々

の
名
曲
を
二
人
で
生
み
出
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
「
シ
ャ
ボ
ン

玉
」
、
「
證
城
寺
の
狸
囃
子
」
、

「
あ
の
町
こ
の
町
」
な
ど
の
歌
が

あ
り
ま
す
。

華
川
中
学
校
と
の
交
流
会

　
北
茨
城
市
の
こ
と
を
華
川
中
学

校
の
生
徒
会
の
人
に
紹
介
し
て
も

ら
い
、
そ
の
後
お
互
い
に
質
問
し

合
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
華
川
中
学
校
は
全
校
で

百
二
十
七
人
と
い
う
小
規
模
の
学

校
で
、
僕
達
の
豊
田
中
と
似
た
感

じ
が
あ
り
ま
し
た
。
華
川
中
学
校

の
行
事
に
は
、
森
林
愛
護
活
動

や
、
廃
品
回
収
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
森
林
愛
護
活
動
は
、
木
の
伐

採
や
、
鳥
の
巣
箱
の
設
置
な
ど
を

す
る
そ
う
で
す
。

　
華
川
中
学
校
の
部
活
は
、
野

球
、
サ
ッ
カ
ー
、
体
操
、
文
芸
な

ど
が
あ
り
、
中
で
も
体
操
部
は
、

過
去
に
全
国
大
会
へ
行
っ
た
人
が

い
る
そ
う
で
す
。
豊
田
中
に
は
体

操
部
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
大

会
へ
行
け
た
こ
と
が
あ
る
な
ん
て

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
緒
に
コ
ッ
プ
作
り

の
体
験
を
し
ま
し
た
。

北
茨
城
市
へ
行
っ
て
み
て

　
北
茨
城
市
へ
二
日
間
行
っ
て
み

て
感
じ
た
こ
と
は
、
中
野
市
と
そ

ん
な
に
規
模
が
変
わ
ら
な
い
の

に
、
と
て
も
活
気
が
あ
る
な
と
思

い
ま
し
た
。
特
に
港
で
は
大
き
な

声
が
飛
ん
で
い
て
、
す
ご
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
海
は
き
れ
い
で
、

魚
は
お
い
し
く
て
、
と
て
も
良
い

所
で
し
た
。
中
野
市
に
も
海
が

あ
っ
た
ら
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
北
茨
城
市
へ
行
く
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
中
野
市
も
良
い
所
で
す
が
、

北
茨
城
市
も
良
い
所
で
す
。
ま
た

行
け
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
行
き
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

▲広島平和公園にて ▲野口雨情生家・資料館前にて
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例
年
、
中
野
え
び
す
講
に
併
せ

市
民
会
館
で
行
っ
て
き
ま
し
た

「
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
、
今
年
は
十
月
四
日
㈯

に
、
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
・
エ
フ
バ

イ
エ
ー
中
野
・
な
が
で
ん
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
中
野
を
会
場
に
開

催
し
ま
す
。

　
「
健
康
は
家
族
の
幸
せ
、
み
ん

な
の
願
い
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

健
康
づ
く
り
を
題
材
と
し
た
楽
し

く
、
そ
し
て
た
め
に
な
る
企
画
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
十
月
四
日
㈯

時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
～
五
時

会
場
　
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
・
エ
フ

バ
イ
エ
ー
中
野
、
な
が
で
ん
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
中
野

内
容

○
講
演
会

講
師
　
森
野
眞
由
美
氏

　
　
　
　
　
（
管
理
栄
養
士
）

演
題
『
病
気
に
な
ら
な
い
日
々

の
食
事
』

○
健
康
コ
ー
ナ
ー

健
康
よ
ろ
ず
相
談
、
歯
科
健

診
・
相
談
、
口
臭
測
定
、
薬
な

ん
で
も
相
談
、
糖
尿
病
相
談
室
、

血
糖
値
・
血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、

ス
モ
ー
カ
ー
ラ
イ
ザ
ー
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
迅
速
検
査
な
ど

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
無
料
体
験

運
動
指
導

※
他
に
も
昔
の
手
作
り
お
や
つ
の

試
食
、
製
作
品
展
示
販
売
、
献
眼

登
録
受
付
、
可
燃
ゴ
ミ
指
定
袋
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
す

２００８

▲森野眞由美  氏

▲血糖値測定（昨年度の様子）

中
野
市
初
の
総
合
環
境
イ
ベ
ン
ト

信
州
中
野 

環
境
祭

９
　28
　㈰

～
楽
し
む
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
～

　
平
成
十
九
年
十
月
、
可
燃
ご

み
・
埋
立
ご
み
処
理
の
有
料
化
に

よ
り
、
指
定
ご
み
袋
を
変
更
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
旧
指
定
ご

み
袋
の
使
用
期
限
を
平
成
二
十
年

九
月
ま
で
の
一
年
間
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
多
量
の
旧
指
定
袋
が

残
っ
て
い
る
ご
家
庭
も
あ
り
、
そ

れ
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
、
当
分

の
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
旧
指
定
ご
み
袋
に
は
必
ず
収
入

証
紙
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
収
入
証
紙
の
な
い
ご
み
袋
は
収

集
で
き
ま
せ
ん
。
貼
り
忘
れ
の
な

い
よ
う
、
必
ず
ご
み
出
し
前
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

 

旧
指
定
袋
の

 

使
用
期
限
を
延
長
し
ま
す

　
ご
み
と
資
源
物
の
分
け
方
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
行
程
、
中
野
市
の
自

然
環
境
か
ら
地
球
温
暖
化
に
至
る

ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
環
境
問

題
を
楽
し
み
な
が
ら
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
、「
信
州
中
野 

環
境
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢

の
皆
さ
ん
の
お
出
か
け
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
九
月
中

旬
に
全
戸
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

期
日
　
九
月
二
十
八
日
㈰

時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

会
場
　
市
民
会
館
（
全
館
）

来
場
の
際
は
マ
イ
食
器
を
！

　
当
日
は
マ
イ
食
器
（
皿
・

箸
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

フ
ー
ド
ブ
ー
ス
で
飲
食
物
の

販
売
が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
食

器
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
と

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。（
洗
い
場
を
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
食
器

拭
き
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

　
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

【
不
都
合
な
真
実
】

　
※
二
〇
〇
六
年
に
製
作
さ
れ
た
、

地
球
温
暖
化
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
た
元
米
国
副
大
統
領
ア

ル
・
ゴ
ア
氏
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
。（
入
場
無
料
）

『
風
呂
敷
の
使
い
方
』

　
※
エ
コ
で
見
直
さ
れ
て
い
る
風

呂
敷
の
お
し
ゃ
れ
で
便
利
な
使

い
方

『
マ
イ
箸
づ
く
り
』

　
※
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
箸

の
製
作

『
新
聞
紙
工
作
』

　
※
新
聞
紙
か
ら
昆
虫
づ
く
り

◇
地
球
温
暖
化

『
発
電
機
付
き
テ
レ
ビ
自
転
車
』

　
※
発
電
機
付
き
の
自
転
車
を
こ

い
で
テ
レ
ビ
を
見
よ
う

『
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
発
電
』

　
※
手
回
し
発
電
機
。
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
よ
う

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
か
ば
ん
』

　
※
日
本
人
の
一
日
当
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
が
分
か
り
ま
す

『
電
球
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
較
実
験
』

　
※
蛍
光
灯
と
白
熱
電
球
の
違
い

が
分
か
り
ま
す

◇
中
野
市
の
自
然

『
小
動
物
の
池
』

　
※
ザ
リ
ガ
ニ
を
つ
か
ま
え
よ
う

『
千
曲
川
を
下
る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

ボ
ー
ト
』

　
※
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
に

乗
っ
て
み
よ
う

『
中
野
市
の
自
然
ス
ラ
イ
ド
ショ
ー
』

　
※
身
近
な
自
然
を
見
直
そ
う
　

◇
公
害

『
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
』

　
※
あ
な
た
の
声
の
大
き
さ
は
？

騒
音
（
身
近
な
音
）
と
比
べ
て

み
よ
う

『
水
質
浄
化
実
験
』

　
※
汚
れ
た
水
を
浄
化
し
て
み
よ
う

◇
ご
み

『
ご
み
収
集
車
』

　
※
ご
み
収
集
車
に
乗
っ
て
み
よ
う

◇
資
源
物

『
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
』

※
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
は
が
き
を

作
ろ
う

『
白
色
ト
レ
イ
工
作
』

※
白
色
ト
レ
イ
を
切
り
抜
き
、

飛
行
機
を
作
り
ま
し
ょ
う

『
白
色
ト
レ
イ
プ
ー
ル
』

※
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ら
ぬ
、
白

色
ト
レ
イ
の
プ
ー
ル
で
遊
び
ま

し
ょ
う

◎
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

詳
細
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
上
映

講
　
座

体
験
・
展
示

　
市
で
は
、
観
客
席
増
設
の
要
望

お
よ
び
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ

る
整
備
事
業
と
し
て
、
今
年
五
月

初
旬
か
ら
七
月
末
ま
で
実
施
し
て

い
た
市
営
野
球
場
の
整
備
工
事
が

完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
㈶
日
本
宝
く
じ

協
会
の
宝
く
じ
普
及
宣
伝
事
業
に

よ
り
、
外
野
ス
タ
ン
ド
の
増
設
工

事
を
行
い
、
木
造
公
共
整
備
事
業

の
補
助
金
に
よ
り
、
内
野
席
に
木

製
ベ
ン
チ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
客
席
数
は
、
内

外
野
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の

千
六
百
席
か
ら
、
二
千
五
百
席
に

増
設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
野
の
芝
生
補
修
と
内

野
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
も
行
い
、

総
事
業
費
は
約
六
千
百
九
十
万
円

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
施
設
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
３
）

中
野
市
営
野
球
場
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

►木造公共設備事業
の補助金により設置
した内野席の木製
ベンチ

▲センターから内野ス
タンドを望む

▼宝くじ普及宣伝事業
により完成した外野
スタンド 問

い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
衛
生
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

▲

旧
・
可
燃

ご
み
指
定
袋

三
十
㍑
用

検 索

信州中野環境祭

クリック

問い合わせ先
市役所環境課
☎ （22）2111(内線245・247)

見本

見本
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家
族
み
ん
な
で

　
　
　

健
口(

け
ん
こ
う)

に

　
あ
る
お
母
さ
ん
の
言
葉

｢

私
は
歯
が
悪
い
か
ら
、こ
の
子

は
よ
く
磨
い
て
む
し
歯
に
し
な

い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す｣

　
大
変
素
晴
ら
し
い
心
が
け
な

の
で
す
が
、む
し
歯
を
つ
く
ら
な

い
た
め
に
は
、お
母
さ
ん
自
身
や

ご
家
族
も
自
分
の
歯
を
き
ち
ん

と
ケ
ア
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
む
し
歯
菌
は
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
お
口
の
中
に

は
存
在
し
ま
せ
ん
。ま
わ
り
の

家
族
な
ど
か
ら
感
染
す
る
の
で

す
。で
す
か
ら
家
族
み
ん
な
で
お

口
の
中
の
衛
生
状
態
を
よ
く
し

て
お
く
こ
と
が
、ご
自
身
の
た
め

だ
け
で
な
く
お
子
さ
ん
の
よ
い

歯
を
つ
く
る
ポ
イ
ン
ト
な
の
で

す
。ま
さ
に一
石
二
鳥
で
す
ね
。

食
育
と
歯
育

　
食
育
と
言
う
言
葉
は
み
な
さ

ん
よ
く
耳
に
さ
れ
ま
す
が
、歯

育
な
ん
て
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と

が
な
い
と
思
い
ま
す
。で
も
歯
も

育
て
ら
れ
て
よ
い
歯
と
な
る
の

で
す
。歯
も
手
を
か
け
て
育
て

て
あ
げ
な
い
と
、い
と
も
簡
単
に

む
し
歯
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
。

食
事
や
お
や
つ
に
気
を
つ
け
る

こ
と
、歯
磨
き（
仕
上
げ
磨
き
）

を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
な
ど
お

子
さ
ん
の
た
め
に
よ
い
歯
育
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
食
育
、歯
育
の
一
環
と

し
て
毎
月
一
回｢

む
し
歯
に
な
り

に
く
い
お
や
つ
教
室｣(

予
約
制)

を
開
催
し
て
い
ま
す
。食
と
歯
の

両
面
か
ら
健
口(

け
ん
こ
う)

づ

く
り
の
情
報
を
提
供
す
る
教
室

で
す
。歯
に
よ
い
お
や
つ
の
試
食

も
あ
り
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。ご
両
親
だ
け
で
な
く
、

孫
育
て
し
て
い
る
祖
父
母
の
み

な
さ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

時
間　

午
前
十
時
～
十
一
時
三

十
分

会
場
　
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
子
育

て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１（
内
線
３
５
６
）

むし歯になりにくい
おやつ教室の日程

ふ
る
さ
と
の
味
を
贈
り
物
で

信
州
中
野
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
発
行
し
ま
し
た

　
市
内
の
農
産
物
や
加
工
品
な
ど

を
よ
り
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
と
、
選
べ
る
カ
ー
ド

ギ
フ
ト
「
信
州
中
野
ま
ご
こ
ろ
の

カ
ー
ド
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
旬
の
農
産
物
や
酒

類
、
味
噌
、
醤
油
な
ど
の
加
工
品

の
ほ
か
、
新
た
に
、
き
の
こ
マ
イ

ス
タ
ー
が
作
る
き
の
こ
コ
ー
ス
料

理
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
や
バ
ラ
の
生
花

に
加
え
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
増
え
、

さ
ら
に
品
揃
え
が
豊
富
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
の
販
売
価
格
は
一

冊
三
千
百
五
十
円
で
有
効
期
限
は
、

九
月
一
日
か
ら
来
年
二
月
二
十
八

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
冠
婚

葬
祭
の
引
き
出
物
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
の
贈
り
物
に
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド
取
り
扱
い
先

㈶
中
野
市
振
興
公
社

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
９
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

内
容
が
さ
ら
に
充
実
！

秋の全国交通安全運動

【運動の重点】
「高齢者の交通事故防止」を基本として
◆全ての座席のシートベルトとチャイルド
　シートの正しい着用の徹底
◆夕暮れ時と夜間の走行中・自転車乗車中の
　交通事故防止
◆飲酒運転の根絶
◆生活道路における交通事故の防止

９月21日㈰～30日㈫

信濃路は
ルールとマナーの
走るみち。

　秋の全国交通安全運動が、９月21日㈰から30
日㈫まで行われます。
　市民みんなで交通ルールの遵守と正しい交通
マナーの実践を習慣づけ、交通事故の防止につ
とめましょう。
　なお、運動期間中は、警察、交通安全協会、
市が街頭での交通指導を実施し、市民の皆さん
に交通安全を呼びかけますが、交通安全の主役
はあくまでも自分自身であることを認識し、一
人ひとりの心掛けで交通事故をなくしましょう。 ▲今回発行された「信州中野まごころのカード」

中
野
市
農
業
・
観
光
応
援
隊
、

【
好
き
で
す
　
信
州
な
か
の

応
援
隊
】
を
委
嘱
！

　
八
月
一
～
三
日
開
催
の
「
信

州
な
か
の
ふ
る
さ
と
体
験
塾
」

開
村
式
で
、
中
野
市
農
業
・
観

光
応
援
隊
と
し
て
五
名
の
方
を

委
嘱
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
六
回
目
を
数
え
る
こ

の
事
業
は
、
首
都
圏
の
方
に
中

野
市
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
農

作
業
や
農
村
の
食
・
自
然
に
触

れ
、
交
流
す
る
中
か
ら
、
信
州

中
野
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

く
と
同
時
に
、
農
産
物
の
大
切
さ

の
再
認
識
や
、
農
業
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
嘱
し
た
方
は
、
都
市
側
実
行

委
員
の
中
心
的
な
存
在
で
、
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
中
野
市

農
業
や
観
光
資
源
の
魅
力
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
中
野
市
の
イ
メ
ー

ジ
向
上
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
け

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
港
区
「
麻
布
十
番
納
涼

ま
つ
り
」
に
出
店
！

　
麻
布
十
番
納
涼
ま
つ
り
が
、

八
月
二
十
二
～
二
十
四
日
の
三

日
間
開
催
さ
れ
、
市
、
Ｊ
Ａ
、

ア
ッ
プ
ル
ち
ゃ
ん
応
援
隊
で
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
名

産
品
の
「
お
ら
が
く
に
自
慢
」、

各
国
大
使
館
の
「
国
際
バ
ザ
ー

ル
」、
四
百
軒
の
夜
店
通
り
な

ど
規
模
の
大
き
い
夏
祭
り
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
に
続
き
二
度
目
の
出
店

で
、
カ
ッ
ト
し
た
桃
と
ぶ
ど
う

を
販
売
、
信
州
の
伝
統
野
菜
の

「
ぼ
た
ん
こ
し
ょ
う
」
の
Ｐ
Ｒ

も
行
い
、
産
直
価
格
で
、
多
く

の
方
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
出
店
を
通
じ
て
、
中
野

市
農
産
物
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
人
権
110
番

　
全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
110

番
」強
化
週
間
に
伴
い
、電
話
相
談

を
開
設
し
ま
す
。

期
日　

九
月
八
日
㈪
～
十
四
日
㈰

時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後

七
時（
土
日
は
午
前
十
時
～
午
後

五
時
）

☎
０
１
２
０（
007
）１
１
０（
全
国

共
通
・
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

☎
０
２
６
９
�
２
３
０
２

子
ど
も
の
人
権
相
談
所
開
設

　
全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
110

番
」強
化
週
間
に
伴
い
、「
子
ど
も

の
人
権
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
こ
と
で
悩
み
ご
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
こ
の
機
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

期
日　

九
月
十
二
日
㈮

時
間　

午
前
九
時
～
午
後
一
時

会
場
　
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
人
権
政
策
課
調
整
係

☎
�
２
１
１
１（
内
線
２
４
６
）

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」強
化
週
間

　9 月 30 日㈫、10 月 30 日㈭
11 月 2６ 日㈬、12 月 09 日㈫
《 平成 21 年 》
　1 月 22 日㈭、2 月 2４ 日㈫
　3 月 1８ 日㈬

　市（岳南広域消防組合火災予防条例）では、平成
21年５月31日までに、全ての既存住宅に「住宅用火
災警報器」を設置することが義務付けられています。
　設置する場所は主に寝室で、寝室が2階にある場
合は階段の天井に設置が必要です。
　住宅用火災警報器は市内の量販店、電気店などで
販売されており、ご自分で設置することができます。
　まだ、お済みでないお宅は早急にご検討ください。
※ 住宅用火災警報器をご購入の際は、「ＮＳ」 または 
「ＵＬ」 マークの付いたものをお選びください。

問い合わせ先
市役所消防課消防係　☎（23）０１１９

命と財産を守る手助けに！

住宅用火災警報器を設置しましょう

住宅用火災警報器の設置例
▼2階建てで2階に寝室

や居室がある場合の例
▼2階建てで１階に寝室や

居室がある場合の例

【設置場所】

○各寝室
○寝室の存する階の階段

【設置場所】

○各寝室

▲応援隊委嘱式の様子
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子どもが育っていく環境の一つ「学校」を考える
社会の変化と学校環境づくりへの取り組み（２）
　８月号に引き続き、学校設置の歴史をふり返ってみたいと思います。

四
、
中
学
校
独
立
校
舎
の
原
則

　
昭
和
二
十
三
年
に
、
人
格
の
完

成
を
理
念
と
す
る
教
育
基
本
法
及

び
学
校
教
育
法
が
制
定
さ
れ
、
我

が
国
の
目
指
す
教
育
の
基
本
的
方

向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
六･

三･

三･

四

制
の
学
校
体
系
へ
の
変
更
が
定
め

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
制
中
学
校

で
の
校
舎
問
題
が
生
じ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
新
制
中
学
校
は
、「
一
町
村
一

校
の
中
学
校
」、「
独
立
校
舎
」
が

原
則
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当

時
の
経
済
状
態
か
ら
し
て
早
急
に

独
立
校
舎
の
建
設
に
着
手
す
る
こ

と
は
困
難
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
小
学
校
の
校
舎
の
一

部
を
仕
切
っ
た
り
、
特
別
教
室
を

一
部
増
設
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

村
で
工
夫
を
し
て
独
立
校
舎
の
原

則
に
近
づ
け
る
努
力
を
し
ま
し
た
。

五
、
統
合
中
学
校
の
建
設

　
昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日
、
中

野
町
外
八
ヶ
村
の
合
併
に
よ
り
中

野
市
が
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
三

十
日
に
豊
井
村
と
永
田
村
が
合
併

し
て
豊
田
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
合
併
に
あ
た
り
、
中
野
市
で
は

新
市
建
設
計
画
に
よ
り
三
校
、
豊

田
村
で
は
新
村
建
設
計
画
に
よ
り

一
校
の
方
針
で
統
合
中
学
校
が
建

設
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
中
野
市
史
、
豊
田
村
史
に
よ
る

と
、
統
合
中
学
校
が
し
ゅ
ん
工
し

た
年
月
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

南
宮
中
学
校
（
昭
三
十
二
・
六
月
）

※
中
野
中
学
校
、
日
野
中
学
校
、

延
徳
中
学
校
が
統
合

中
野
平
中
学
校
（
昭
三
十
七 

・

十
二
月
）
※
平
野
中
学
校
、
高
丘

中
学
校
、長
丘
中
学
校
の
一
部（
大

俣
区
）
が
統
合

高
社
中
学
校
（
昭
三
十
八
・
三
月
）

※
平
岡
中
学
校
、
科
野
中
学
校
、

倭
中
学
校
、
長
丘
中
学
校
が
統
合

豊
田
中
学
校
（
昭
和
四
十
九
年
六

月
）
※
豊
井
中
学
校
、
永
田
中
学

校
が
統
合

六
、
木
造
か
ら
鉄
筋
校
舎
に

　
改
築

　
木
造
校
舎
の
老
朽
化
が
進
み
、

改
築
期
を
む
か
え
た
こ
と
か
ら
、

順
次
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り

の
校
舎
改
築
に
着
手
し
ま
し
た
。

※
豊
井
小
（
昭
五
十
二
）、
永
田

小
（
昭
五
十
五
）、
中
野
小
（
昭

五
十
五
）、
高
丘
小
（
昭
五
十
五
）、

科
野
小（
昭
五
十
五
）、日
野
小（
昭

五
十
六
）、
平
野
小
（
昭
五
十
七
）、

倭
小
（
昭
五
十
七
）、平
岡
小
（
昭

五
十
九
）、
延
徳
小
（
昭
六
十
一
）、

南
宮
中
（
平
七
）、中
野
平
中
（
平

十
一
）、
高
社
中
（
平
十
四
）

　
長
丘
小
学
校
は
、
昭
和
四
十
二

年
の
改
築
で
比
較
的
新
し
か
っ
た

こ
と
か
ら
改
築
計
画
に
は
入
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

七
、
人
口
減
少
時
代
を
む
か

　
え
て
の
学
校
環
境
づ
く
り

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
号

か
ら
提
示
す
る
資
料
を
参
考
に
し

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
児
童
生
徒
数
の
状
況
は
、
過
去

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
、
現
在
か
ら
未
来
を

み
と
お
し
て
ど
う
な
の
か
を
と
ら

え
て
み
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
児
童
数
の
減
少
に

よ
り
、
各
学
年
が
単
級
に
な
り
、

ま
た
小
規
模
の
学
校
は
ま
す
ま
す

小
規
模
に
な
っ
て
い
く
現
状
が
あ

り
ま
す
。

　
学
校
は
、
集
団
で
学
ぶ
場
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
集
団
の
適
正
を
欠

く
と
色
々
な
と
こ
ろ
で
児
童
生
徒

の
学
力
や
人
間
形
成
な
ど
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

時
代
の
流
れ
の
中
で
「
人
口
減
少

時
代
に
対
応
す
る
学
校
環
境
づ
く

り
」
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
が
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
と
う
け
と

め
て
い
ま
す
。

（
十
月
号
に
つ
づ
く
）

《
教
育
の
窓
》

基
礎
・
基
本
の
定
着
に
向
け
て

　
私
な
り
に
考
え
た
時
、
次

の
五
項
目
が
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
①
基
礎
学
力
を
確
実
に
身

に
つ
け
る
教
育
②
教
員
の
資

質
向
上
③
個
性
や
可
能
性
を

伸
ば
す
教
育
④
わ
か
り
や
す

い
授
業
の
実
践
⑤
話
を
聞
け

る
児
童
の
育
成

　
①
～
④
ま
で
は
、
学
校
サ

イ
ド
の
課
題
と
し
て
考
え
る

べ
き
こ
と
で
す
が
、
⑤
に
つ

い
て
は
、
家
庭
で
の
協
力
が

不
可
欠
と
思
い
ま
す
。

　
小
学
校
低
学
年
の
授
業
を

視
察
し
た
時
、
先
生
の
話
を

し
っ
か
り
聞
い
て
い
る
ク
ラ

ス
と
、
そ
う
で
な
い
ク
ラ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
幼
児
期
か

ら
読
み
聞
か
せ
を
し
て
話
を

聞
く
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
学
校
と
家
庭
と
の
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
規
則
正
し

い
食
生
活
、
十
分
な
睡
眠
、

整
理
整
頓
、
あ
い
さ
つ
な
ど

の
生
活
習
慣
や
宿
題
、予
習
・

復
習
な
ど
の
学
習
習
慣
の
定

着
に
向
け
共
に
努
力
し
、
こ

ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

の
育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
　
武
田
　
洋
）

職員採用試験
　平成 21 年度採用予定の北信広域連合職員の採用試験を行います。受験を希望される方は、試験申込書
により申し込みをしてください。
　試験申込書は、北信広域連合事務局、北信広域連合組織市町村（中野市、飯山市、山ノ内町、木島平村、
野沢温泉村、栄村）の役所・役場、特別養護老人ホーム望岳荘（木島平村）、老人ホーム高社寮（中野市）、
老人ホーム千曲荘（飯山市）、特別養護老人ホームいで湯の里（山ノ内町）、特別養護老人ホーム菜の花苑

（野沢温泉村）、特別養護老人ホームふるさと苑（中野市）にあります。

試験区分 採用予
定人員

受　験　資　格 第一次試験 試験申込
受付期間年　　齢 住所要件 その他要件 科目 日時・場所

中
級 看護師 １名

程度

日本国籍を
有する者で、
昭和33年４
月２日から
平成元年４
月１日までに
生まれた者

問いません

看護師の資格を
有する者（平成
21年３月31日ま
でに当該資格を
取得する見込み
の者を含む）か
つ、短期大学卒
業程度の学力を
有する者 ・教養

・論文
・適性検査
・性格検査
・資格検査

10月19日㈰
午前８時45分

中野市豊田
支所会議室

９月５日㈮

９月24日㈬

初
級

介護員等
（介護･調
理･事務）

若干名

日本国籍を
有する者で、
昭和48年４
月２日から
平成３年４
月１日までに
生まれた者

平成20年８月１
日現在、組織市
町村（中野市、
飯山市、山ノ内
町など）に住民
登録があり、将
来にわたって居
住する予定の者
（勉学などで他
へ居住している
者を含む）

高等学校卒業程
度の学力を有す
る者

受験申し込み・問い合わせ先
〒３８９－２１０１中野市大字豊津２５０８番地
北信広域連合事務局総務係（中野市豊田支所内）
☎ （38） ５０５０
Ｅメール　kouiki@hokushin.or.jp

　
市
内
の
音
楽
活
動
者
の
方
や
一

般
の
方
を
対
象
に
発
声
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
発
声
の
基
礎
か
ら
歌
唱

の
実
践
ま
で
、
本
格
的
な
指
導
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
合
唱
経
験
の
な
い
方
、
こ
れ
か

ら
合
唱
を
は
じ
め
て
み
た
い
と
い

う
方
も
大
歓
迎
で
す
。
大
勢
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

期
日　

十
月
十
八
日
㈯

時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

三
十
分

会
場
　
中
央
公
民
館
音
楽
室

講
師
　
黒
田
浩
一
先
生
（
大
東
文

化
大
学
お
よ
び
文
京
学
院
大
学
非

常
勤
講
師
）

参
加
料
　
無
料

応
募
期
限
　
十
月
十
五
日
㈬

主
催
　
中
野
市･

中
野
市
音
楽
団

体
連
盟

申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

合
唱
の
た
め
の
発

声
講
習
会
を
開
催

し
ま
す

～

※なお、北信広域連合では上記のほかに、平成20年度採用の嘱託職員（介護員）について若干名の募集を
しています。勤務条件、勤務場所等採用については、北信広域連合事務局総務係（中野市豊田支所内）
までお問い合わせください。



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
土
人
形
「
月
の
兎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

９
月
17
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
モ
モ
作
り
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
阿
藤
秀
雄
さ
ん
に
お
話
し
を
お

聞
き
し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　
モ
モ
一
㌶
、
リ
ン
ゴ
六
十
㌃
、
シ
ャ

ク
ヤ
ク
四
十
㌃
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　
モ
モ
、ス
モ
モ（
平
成
二
十
年
度
認
定
）、

リ
ン
ゴ
（
平
成
十
八
年
度
認
定
）
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
農
業
者
仲
間

だ
け
で
は
な
く
、
他
の
分
野
か
ら
も
認

め
て
も
ら
え
る
資
格
を
取
得
し
よ
う
と

考
え
、
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
を
目
指
し
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
市
内
か
ら
出
る
キ
ノ
コ
使
用
済
み
培

地
を
使
用
し
、
地
域
内
で
再
利
用
す
る

循
環
型
農
業
を
行
い
、
減
農
薬
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　
黄
金
桃
は
、
袋
を
か
け
た
ま
ま
収
穫

す
る
、
こ
だ
わ
り
の
栽
培
（
商
品
名

ニ
ュ
ー
黄
金
桃
）
を
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
際
、
実
が
熟
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　
生
産
規
模
の
拡
大
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
木
か
ら
若
木
へ
の
切
り
替
え

を
い
つ
行
う
か
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　
近
年
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
が
特
に

増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
、
Ｊ

Ａ
、
生
産
部
会
が
一
体
と
な
り
、
カ
ラ

ス
対
策
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

○
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　
モ
モ
は
、
十
月
初
旬
ご
ろ
ま
で
、
市

内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
買
え
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
黄
金
桃
は
、
色
を
つ
け
ず
に
出
荷
し
て
い
ま
す

阿藤　秀雄　さん
あとう　ひでお　（大俣）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 253

Ｎｏ .12

問
題

災
害
に
備
え
て
、

●
●
持
ち
出
し
品
の

準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

エコファーマー

認定マーク

柴本　得
さとる

 さん

宮津美佐江さんから紹介された

（団体職員・中野）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.41

　　

長丘小学校　６年
金井　梓さん

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
マ
ン
ガ

家
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
マ
ン
ガ
を
読
ん
で
い
る
と
、

い
つ
の
間
に
か
マ
ン
ガ
の
世
界

に
引
き
こ
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
り
、
ド
キ

ド
キ
し
た
り
、
時
に
は
大
笑
い

し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
マ

ン
ガ
を
読
む
と
、
い
ろ
ん
な
人

物
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
れ
る

し
、い
ろ
ん
な
所
に
行
け
る
し
、

不
思
議
な
体
験
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ン
ガ
に
は
、
不
思

議
な
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。
私

が
落
ち
込
ん
で
い
る
時
に
マ
ン

ガ
を
読
む
と
、
い
つ
の
間
に
か

明
る
い
気
持
ち
に
な
れ
、
く
よ

く
よ
し
て
い
た
気
持
ち
も
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
、
私
が
も
し
マ
ン
ガ

家
に
な
れ
た
ら
、
読
ん
で
く
れ

る
人
が
元
気
に
な
れ
る
よ
う
な

マ
ン
ガ
を
描
き
た
い
で
す
。

　
そ
れ
に
は
、
絵
が
上
手
な
だ

け
で
な
く
、
人
の
気
持
ち
が
わ

か
ら
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま

す
。
友
だ
ち
を
大
切
に
し
た

り
、
初
め
て
の
こ
と
や
ニ
ガ
テ

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り

し
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経

験
し
た
い
で
す
。

No.12

マンガ家になりたい

中
野
華
道
会
は

　
中
野
華
道
会
は
、
誕
生
し
て
か
ら

四
十
二
年
経
ち
ま
す
。
一
昨
年
に
四
十

周
年
記
念
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
会
員

は
、
現
在
市
内
在
住
の
教
授
者
で
六
流
派

七
十
六
名
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
の

成
り
立
ち
は
、
華
道
と
い
う
同
じ
道
に
あ

る
者
同
士
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
、
和
を

作
り
精
進
し
て
は
ど
う
か
と
、
そ
ん
な
思

い
で
先
輩
、
諸
先
生
方
が
当
会
を
発
足
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ま
と

ま
り
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
先
達
の
先
生
方
が
育

ん
で
こ
ら
れ
た
歴
史
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
ま
た
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
華
道
と
い
う

伝
統
文
化
を
通
し
て
の
出
会
い
を
大
事
に

し
て
学
び
合
い
、
研
鑽
し
合
い
な
が
ら
継

承
と
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当

継
承
～

　
　
中
野
が
誇
る
伝
統
文
化

会
は
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
市
の
総
合
文

化
祭
に
作
品
を
出
品
し
た
り
、
中
野
市
中

央
公
民
館
一
階
ロ
ビ
ー
に
は
会
員
一
人
ひ

と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
受
け
持
ち
一

年
間
絶
え
る
こ
と
な
い
挿
花
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
他
に
も
、
総
会
や
懇
親
会
を
行

い
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

華
道
の
魅
力

　
生
け
花
は
一
つ
ひ
と
つ
の
花
の
も
つ
華

を
最
大
限
に
生
か
す
行
い
だ
と
思
い
ま
す
。

一
枚
の
葉
、
一
枝
の
ふ
り
、
一
輪
の
花
の

喜
ぶ
姿
を
純
粋
に
見
と
り
愛
で
る
こ
と
が

華
道
の
最
大
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
花

は
そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
、
優
し
さ
や
和
や

か
さ
と
い
っ
た
、
潤
い
を
私
た
ち
に
与
え

て
く
れ
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
多
く
の
方
々
に
、
花
を
活
け
る
楽
し
み

に
出
会
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

花
を
活
け
る
こ
と
を
難
し
い
と
思
わ
れ
ず
、

ほ
ん
の
少
し
の
時
間
を
、
花
と
一
緒
に
過

ご
し
て
み
た
い
な
と
思
う
気
持
ち
が
始
ま

り
で
す
。
華
の
道
に
年
齢
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
家
の
中
の
ど
こ
に
で
も
飾
れ
る
も
の

で
す
。
ひ
と
時
、
花
を
見
つ
め
、
生
け
た

花
を
あ
な
た
の
身
の
回
り
に
置
い
て
楽
し

ん
で
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
四
回　

中
野
華
道
会

▲萩やりんどう、秋の花を
活ける

①自己紹介
　妻と子どもの３人家族です。趣味はス
ポーツで、現在早起き野球チームの一員と
して、日々練習に取り組んでいます。
②今後チャレンジしたいこと
　私が所属する早起き野球のチームで、自
分が50歳になるまで仲間たちと野球を続け
ていけたらいいなと思います。
③これからのまちづくりに望むこと
　子どもから大人まで、よりいっそうス
ポーツ人口が増加することで、市民がス
ポーツを通じて仲間の輪を広げていけるよ
うな中野市を望んでいます。

会
長
の
下
田
あ
や
子
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た



ジュビロ磐田サッカー教室

▼将来のJリーガー誕生を期待します

　８月23日、2００８中野市民音楽祭が中野市市民会館ホー
ルにおいて開催されました。開会後、まず会場に集まっ
た皆さん全員で中山晋平先生作曲の「砂山」を合唱し、
続いて中野市音楽団体連盟による永年音楽団体活動者４
名の表彰が行われました。当日は市内19の音楽団体が参
加し、合唱をはじめ、筝、吹奏楽の演奏も披露していた
だきました。最後は高野辰之先生作詞の「故郷」を全員
で合唱し、今年の市民音楽祭は幕を閉じました。

２００８中野市民音楽祭

▲大きな口を開けて元気に合唱していました

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します
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転入者対象の施設見学と懇談会

▲参加した７人の皆さんと市長の懇談会の様子
　８月４日、転入者の皆さんのうち希望者７人を対象に、
市の施設見学と市長との懇談会が行われました。これは、
転入者の皆さんが早く中野市になじんでいただくためと、
ご意見・ご提言をいただき、市政改善や施策に役立てる
ための転入者モニター制度として行われたものです。
　当日は３施設を見学した後、浜津ヶ公園市民センター
友遊館において市長との懇談会・昼食会が行われました。
　参加された皆さんからは、活発な意見が出されました。

　８月５～７日、北信濃ふるさとの森文化公園グラウンドに
おいて、中野市・磐田市サッカー交流事業「ジュビロ磐田
サッカー教室」が中野サッカー協会の主催により開催され
ました。これは、中野市スポーツ専任コーチ補助金交付事
業として行われたもので、小学生86人と中学生70人が参加
し、元日本代表やＪリーガー５人をコーチに招いて練習が
行われました。参加した少年たちは、プロの指導に触れな
がら、一生懸命楽しそうに練習をしていました。

高野辰之記念サマーコンサート

▲美しい音色が会場内に響き渡りました
　８月24日、高野辰之記念館において「ムシカアレグレ
コンサート」が開催されました。当日は、長野市出身で
国立音楽大学、同附属中・高等学校および東京学芸大学
講師の荒井雅至先生と門下生や、国立音楽大学附属中・
高等学校講師の小宮康裕先生の皆さんによるコンサート
が行われ、「故郷」をはじめとした数々の名曲を演奏し
ていただきました。会場を訪れた約1００人の皆さんは若
さあふれるダイナミックな演奏を熱心に聴いていました。

ＢＣリーグ公式戦
▼炎天下で両チームの熱戦が繰り広げられました

　８月15日、中野市営野球場において、ＢＣリーグ公式
戦後期第14戦、「信濃グランセローズ」対「群馬ダイヤ
モンドペガサス」の試合が行われました。当日は、元大
リーガーの桑田真澄さんが始球式を努め、会場はたいへ
ん盛り上がっていました。試合は６対６の引き分けに終
わりましたが、赤い帽子やユニフォームなどを身にま
とった信濃グランセローズを応援する皆さんは、勝利を
願って最後まで選手らに熱い声援を送り続けていました。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

第4回中野市民水泳大会
　８月24日、中野市民プールにおいて、「第４回市民水
泳大会」が開催されました。当日は、朝から降り出した雨
が中盤まで止まず、天候には恵まれませんでしたが、真っ
黒に日焼けした小学生から大人まで約75名が参加し、50
㍍自由形や平泳ぎなど、全21種目に分かれて競技を行い
ました。参加された皆さんは、友達や学校の先生、家族の
大きな声援に後押しされながら、ゴールを目指して元気
の良い泳ぎを見せてくれました。

表紙の説明

上下水道フェスティバル

▼ 水への理解と関心を深めていました
　８月24日、中野浄化管理センターにおいて、「水を大
切に」をメインテーマに、上下水道フェスティバルが開
催されました。これは、市民の皆さんに上下水道への理
解と関心を深めていただくため毎年行われており、処理
場内では各種展示やビデオ上映コーナーなどが設けられ、
また、屋外では焼そばやかき氷、風船釣りなどの無料
コーナーもありました。天気は朝からあいにくの雨でし
たが、会場は大勢の家族づれでたいへん賑わいました。
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有料広告欄

次回申込期限　９月 30 日㈫  午後５時 30 分
広報なかの掲載号　11 月６日㈭ 発行の 11 月号～
ホームページ掲載日　11 月１日㈯～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《９月の実施日程》
　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除を
実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
実施日　13日㈯、21日㈰、27日㈯
対象区域　中野地域（農地周辺）
※豊田地域は別途実施
駆除時間　日の出より概ね２時間
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)
実施日　10日㈬、24日㈬
対象区域　栗和田から桜沢までの山際
駆除時間　午後１時30分から概ね２
時間
※駆除実施中は、銃器を使用するた
　め大変危険ですので、駆除時間に
　は対象区域に近づかないようご協
　力をお願いします。
問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局
　　（市役所農政課内・内線2５1）

屋外広告物適正化旬間の
実施について
　９月10日（屋外広告の日）から９
月1９日までは「屋外広告物適正化旬
間」です。
　市では、この旬間中に、屋外広告
物表示禁止物件の一斉点検を行いま
す。広告物の適正な表示と良好な景
観づくりについてご協力をお願いし
ます。
■屋外広告物表示禁止物件（主なもの）

①電柱、街路灯柱②街路樹③道路
上のさく、ガードレール④公衆

有料広告欄

電子証明書の発行・失効
の終日停止について
終日停止日　９月22日㈪
　公的個人認証サービスセンターの
更新作業のため、電子証明書の発
行・失効が出来ませんのでご注意く
ださい。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。
問　市民課窓口係（内線 236）

住宅・土地統計調査の
実施について
　10月１日を基準日として、平成20
年住宅・土地統計調査が行われま
す。全国の約3５0万世帯が対象とな
る住宅・土地に関する最も基本的な
調査です。対象となった世帯には
調査員が調査票を持って伺いますの
で、調査票の記入をお願いします。
問　政策情報課統計交流係（内線217）

なかの景観ウォーキング
2008 参加者募集
　この秋、市内の松代街道（湯街
道）沿いを歩きませんか。
期日　10月2５日㈯　
時間　午前９時～午後１時頃（予定）
コース　中野陣屋･県庁記念館→信
州中野駅…(電車)…桜沢駅→大熊→
篠井→更科→中野陣屋･県庁記念館
（徒歩部分 約９.５㎞）
参加費（保険料・鉄道運賃等）
4５0円（小学生は330円）
申込方法・締切　市役所都市計画課
にあります参加申込書により、10月
20日㈪までにお申し込みください。
問　中野市景観･美化推進協議会
　　（市役所都市計画課内
　　　☎（22）２１１１　内線273）

オータムジャンボ
宝くじ９月29日発売
発売期間　
９月2９日㈪～10月17日㈮
抽せん日　10月22日㈬
　宝くじの収益金は市町村の明る
いまちづくりや環境対策、高齢化
対策など地域住民の福祉向上のた
めに使われます。

　実りの秋を迎え、農作業が忙しく
なる時期になりました。
　この時期は農業機械を使用する機
会が増えるため農作業中の事故も多
くなりますが、大半が65歳以上の高
齢者の事故となっています。
　農家のみなさん、特に高齢者のみ
なさんは下記の点にご注意いただき、
安全な農作業に努めていただきます
ようお願いします。
重点啓発事項
①乗用トラクターには安全キャブや

安全フレームなど安全装置を装着
しましょう。

②扱いなれた農業機械でも、操作に
は細心の注意を払いましょう。

③高所作業中の転落事故に十分注意
しましょう。

④疲れが出たら休憩を取り、無理な
農作業はやめましょう。

⑤万一の事故に備え、労災保険等に
加入しましょう。

問　農政課農政振興係（内線253）

秋の農作業安全運動月間
９月15日～10月14日

音声告知端末機の設置および引込線工事について
　現在、各世帯への引込線工事、音声告知端末機設置を順次行っています。
　申し込みをし、まだ設置されていない世帯においては、次の準備をお願
いします。
■音声告知端末機の設置場所
　あらかじめ各世帯で相談のうえ、設置する場所を決めておいてください。
　電気工事店が伺った時に、スムーズに設置することができますので、ご
協力をお願いします。
■引込線の取り付け場所（保安器設置場所）
　引込線の取り付け場所についても、同様に、あらかじめお決めいただい
てありますと、大変スムーズに工事が行えますので、ご協力をお願いします。
　建物内配線の関係もありますので、不明な場合は、ご指定の電気工事店
にご相談ください。
※建物内配線・端末機設置工事は、指定された電気工事店で行いますが、

電柱から外壁までの引込線工事については、市が発注した業者が行います。
※市が発注した業者名：富士通ネットワークソリューションズ・やまたけ

電業特定建設工事共同企業体（下請業者：長野電気通信産業(株)、(株)
トーエネック長野支店、システムサポート(株)、(株)アストロ電機、
(有)長野電設、(株)平安通信、他）
問　政策情報課情報係（内線217）

電話ボックス⑤信号機、道路標識
⑥橋（陸橋等を含む）⑦カーブミ
ラー

※このほか、破損した広告物の表
示、特定の地域での広告物の表示
等が禁止されています。

問　都市計画課建築住宅係（内線273）

期日　10月16日㈭
時間　受付…午後６時1５分～、開会
式…午後６時4５分～、ゲーム開始…
午後７時～
会場　中野市民体育館
競技部門　①一般女子の部、②男女
混合の部、③ファミリーの部
申込締切　10月８日㈬
※定数になり次第、募集を終了します。
問・申込　スポーツ振興課振興係
　　　　　（内線364）

第４回ビーチボール
バレー大会参加者募集

期日　10月１日㈬
時間　午前９時30分～午後３時30分
見学場所　田麦浄水場、東山クリー
ンセンター、日本土人形資料館、南
部学校給食センター（昼食）、豊田
情報センター、豊田消防署、デイサ
ービスセンターさくら
定員　40名
費用　昼食（給食）代として、240
円が必要です。（当日徴収します）
申込締切　９月1９日㈮
その他　集合場所は市役所本庁です。
解散場所は市役所本庁または豊田支
所のどちらかを選択できます。
問　庶務課秘書広報係（内線212）
　　または豊田支所地域振興課総務
　　係（内線122）

市の施設見学参加者募集
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9月30日㈫は平成20年度国民健康保険税第3期の納期限です。お忘れなく。

多重債務者無料相談会
日時　９月11日㈭　午前10時～午後５時
会場　長野消費生活センター（県長野保健所庁舎１階）
　借金問題で、１人で悩んでいませんか？
　弁護士・司法書士による多重債務者無料相談会が開催
されます。
　借金でお困りの方は、この機会に相談窓口へお出かけ
ください。
　面接は予約制で行いますので、事前に右記予約先まで
お電話ください。

問い合わせ・予約先　
長野県生活文化課　☎０２６（235）７１７２

　

・短期課程（平成2１年４月入校/訓練期間6カ月）
　平成21年１月５日㈪～19日㈪
入校選考
・普通課程
　推薦入校　10月24日㈮
　一般入校　12月１日㈪
・短期課程　平成21年２月２日㈪
問　長野県人材育成課　☎０２６（235）７１９９
　　長野県ホームページ　http://www.pref.nagano.jp

長野県立技術専門校　平成 21 年度訓練生募集
　県立の職業訓練校の技術専門校（７校）では、平成21
年度入校の訓練生を募集します。
　各校では、機械、電気、自動車、建築、情報処理など
の訓練科を設置し、就職に必要な知識・技術を教えてい
ます。
受付期間
・普通課程（訓練期間：１年または２年）
　推薦入校　10月１日㈬～15日㈬
　一般入校　11月４日㈫～18日㈫

信州おもてなしカレッジ
受講者募集
　県では「信州を全国に誇れる観光
地」にすることを目指し、観光をは
じめとする各分野の著名な講師によ
る「信州おもてなしカレッジ」を開
催します。
期間　10月２日㈭～平成21年１月
8日㈭
時間　午後１時20分～４時30分
会場　中野地域職業訓練センター
対象者　観光関連事業に携わる方、
信州の観光振興に興味がある方
講座内容　全10講座(１日２講座）
受講料　7,000円
定員　90名
申込締切　９月18日㈭
申し込み・問い合わせ先　
中野地域職業訓練センター
　☎（23）３００５
Eメール　nakanotc@valley.ne.jp

　コンポスト化施設により製造した
肥料なかの「おすみちゃん」の販売が
あります。皆さんぜひご利用ください。
9月の販売日
10日㈬、17日㈬、21日㈰
10月の販売日
１日㈬、8日㈬、15日㈬、19日㈰、
29日㈬
販売価格（税込み）　
１袋（15㎏）200円、バラ(300kg)
1,500円、バラ（500kg）2,500円
※バラは予約制となります。販売日
の10日前までに必ず予約をしてく
ださい。
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　午前９時～正午
問　上下水道課下水道係（内線 283）

なかの「おすみちゃん」販売

《全額免除》…障害者手帳をお持ち
の方がいる世帯で、世帯全員が市民
税非課税の場合
《半額免除》…障害者手帳をお持ち
の視覚、聴覚障害者、および重度
（一定以上の等級）の障害者が世帯
主の場合
　詳しくは、ＮＨＫ視聴者コールセ
ンターへお問合せください。
　☎０５７０（077）０７７
※免除申請には、市の証明が必要と
　なります。
問　福祉課障害福祉係（内線294）

障害者の方に対するＮＨ
Ｋ放送受診料の免除基準
が 10 月から変わります

身体障害者パソコン講座
受講生募集
　講座は、受講生の希望に沿って日
程やカリキュラムを計画し、個別指
導が受けられます。また、専用のソ
フトや特殊なマウス、キーボードも
用意してあります。
※詳しくは、お問い合わせください。
問　中野地域職業訓練センター
　　☎（23）３００５

県営住宅入居者募集
募集期限　９月10日㈬
募集する団地および戸数　
（中野市内）松川・２戸、長元坊・
３戸
（飯山市内）県町・３戸、北町・４戸
抽選会場　北信合同庁舎２階　202
号会議室
抽選日　９月12日㈮　
抽選時間　時間は団地により違うの
で確認してください。
※入居資格や申込方法など、詳しく
　は直接お問い合わせください。
問　北信地方事務所建築課
　　☎（23）０２２０

～市役所窓口でも相談を受け付けています～　
　市役所の消費生活相談窓口でも、借金・多重債務に
関する相談を随時受け付けています。借金・多重債務
は必ず解決できる問題です。
　お悩みの方はご連絡ください。
問　市民課生活交通安全係（内線238）
　　豊田支所地域振興課市民生活係（内線132）

相続手続・遺言、契約等
日常生活に関する無料相
談会
　相続手続・遺言および日常生活に
おける契約等についての専門家であ
る行政書士が相談に応じます。
　お気軽にご相談ください。
期日　９月24日㈬
時間　午前10時30分～午後３時
会場　長野県行政書士会館
（長野市大字南長野県町1009-3）
電話相談　時間内同時受付
相談内容
相続手続・遺言の手続、各種契約
書、権利義務関係等の手続、成年後
見等日常生活における諸手続
問　長野県行政書士会
　　☎０２６（224）１３００

行政書士無料相談会
期日　10月4日㈯
時間　午前10時～午後４時
会場　市民会館45号会議室
相談内容　相続手続や契約書・内容
証明の作成、農地転用や建設業許可
などの官公署手続、家庭内のことな
ど、どんなことでも相談に応じます。
　秘密は固く守りますので、お気軽
にお越しください。
問　長野県行政書士会北信支部
　　☎ (26) ５９8６（高田）

県下一斉「司法書士無料
法律相談所」
期日　10月５日㈰
時間　午前９時～正午
会場　市民会館会議室
相談内容　不動産、会社の登記にか
かるもの、裁判所への提出書類の作
成について、クレジット・サラ金な
どの消費者問題について（秘密厳守）
など
その他　事前の予約は不要です
問　長野県司法書士会飯山支部
　　☎０２６９(33)３３９５

交通事故に遭われた方の
保険金請求に関する
無料相談所
　社団法人日本損害保険協会では、
交通事故に遭われてお困りの方々の
ために、全国に「自動車保険請求相
談センター」を設置し、自動車損害
賠償責任保険（自賠責保険）ならび
に任意自動車保険の請求について無
料でご相談をお受けしております。
►専門の相談員がご相談に応じます。
►弁護士による相談日も設けます。
　　　　　　　　　（無料、要予約）
受付　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　午前９時～正午および
　　　午後１時～５時

（来訪相談を希望の場合は、事前の
連絡が必要です。）
問　社団法人日本損害保険協会
　　長野自動車保険請求相談センター
　　☎０２６（226）３５8２

「外国人雇用状況の届出」
は、全事業主の義務です
　平成１9年9月30日以前から継続
雇用をしている外国人に係る届出を
忘れていませんか？
　全ての事業主の方に、外国人（特
別永住者を除く）の雇入れと離職の
際に、その都度、当該外国人の氏
名、在留資格等を確認し、ハロー
ワークへ届け出ることが義務付けら
れています。
問　ハローワーク飯山
　　☎０２６９（62）8６０９

2008 信州ねんりんピック
○文化プログラム
　期日　10月４日㈯
　時間　午後０時30分～３時40分
　会場　長野県松本文化会館大ホール
○高齢者作品展
　期日　10月１日㈬～３日㈮
　時間　午前９時30分～午後５時
　　　　（最終日のみ正午まで）
　会場　長野県松本文化会館中ホール
○囲碁・将棋大会
　期日　10月４日㈯
　時間　午前９時～午後４時30分　
　会場　長野県松本文化会館
　参加費　1,000 円（事前申込不要）
※詳細は直接お問い合わせください。
問　財団法人長野県長寿社会開発
　　センター
　　☎０２６（226）３７４１

　下記のとおり変更になります
のでご協力をお願いします。
◇変更前　９月24日㈬ 休日
　　　　　９月26日㈮ 開所
◆変更後　9月24日㈬ 開所
　　　　　9月26日㈮ 休日
問　子育て課子ども支援係
　　（内線356）
　　うさぎっ子
　　☎（38）３０１２

豊田子育て支援センター（うさ
ぎっ子）の休日が変更になります
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心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　9月10日㈬、10月10日㈮、11月10日㈪
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前9時～11時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前9時～午後５時
　　　（面接）午前9時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

交通事故巡回相談
日時　9月18日㈭　午前10時～午後３時
会場　北信地方事務所（☎23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日 ☎ 22-2005

常設展「中野市の歴史と文化」
10月19日㈰まで
中野市の旧石器時代から現代までの歴史や文化をわ
かりやすく展示、紹介します。

中野小学校旧校舎・
信州中野銅石版画ミュージアム  ㊡月曜日 ☎ 22-4801

常設展「いろいろの自然　いろいろの人」
9月下旬まで
所蔵作品の中から、さまざまな表情を見せる自然や
人の姿を描いた作品を展示します。

中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日 ☎ 23-2718

稲田昭子和紙人形展～手すき内山紙と私
9月14日㈰まで
山田一道油絵展
9月17日㈬～28日㈰

展示 展 示 案 内 年金
「ねんきんダイヤル」（平日午前８時30分～午後５時15分）

☎０５７０－０５－１１６５

「国民年金保険料」
１０月はお得な６ヵ月前納

　国民年金保険料の納付方法には、保険料をまと
めて前払いすることで割り引きされる「前納」や
便利でお得な「口座振替」があります。
　10月は、口座振替や納付書を利用して６カ月前
納ができます。口座振替をご希望の方は、口座を
お持ちの金融機関または社会保険事務所、市役所
でお早めに手続きをお願いします。
　お手持ちの納付書で納める場合は、「前納」と
印字された納付書で、10月31日までに納めてくだ
さい。前納用の納付書をお持ちでない方は、お近
くの社会保険事務所へお問い合わせください。
問　長野北社会保険事務所　☎026（244）4100

　６カ月前納したときの保険料額（平成20年度）
　○毎月保険料を納めた場合
　　　14,410円（定額保険料）×６カ月＝86,460円
　○口座振替で６カ月前納した場合　　85,480円
　○納付書で６カ月前納した場合　　　85,760円

◎最近よく見かける「マイ箸」って何ですか？
　自分用に持ち歩いて使う「箸」のことです。
　「マイ箸」を推奨する運動が市民や企業により
各所で行われています。また「ケータイおはし」
と呼ぶなど、おしゃれに使う動きもあり、「マイ箸」
を持つことは一種の流行になりつつあるようです。
　国内で消費される割り箸のほとんどが輸入され、
年間約250億膳（１人当たり約200膳）使われています。
　この箸と環境問題との関係については、さまざ
まな主張や意見があり議論されてきました。
　割り箸は衛生的というだけではなく、間伐材や
端材を使っているため資源の循環利用につながる
という意見と、割り箸は使い捨てであり、その原
料となる木材のほとんどが国内ではなく中国など
海外の森林を伐採、加工し輸入されているため、
使用を自粛すべきであるという意見です。
　箸と環境をめぐる考え方は多様化していますが、
食事に使う身近な道具である箸から環境を考え、
行動につなげようという姿勢は共通しています。
　この機会に、箸だけではなく皆さんの身の回り
にある使い捨ての製品を見直してみましょう。
※マイ箸作りは９月28日信州中野環境祭で体験できます。

シリーズ 地球温暖化�

★肘掛け座椅子★スキーセット★テニスラケット★
五月人形★鏡台★天ぷら鍋★味噌桶★人形ケース★
本箱★オルガン★グローブ（ソフトボール用）★金
属バット★ピアノ★電動自転車★エレクトーン★ア
マチュア無線機★中古ノーマルタイヤ★電動車イス

★ノートパソコン★子供服（男の子用100サイズ）
★こたつ布団★カーオーディオ★ＤＶＤプレーヤー
★カラーボックス★バドミントンラケット★スキー
セット（子供用）★ビデオデッキ★掃除機★自転車
★水槽★車いす★ＭＤコンポ

申し込み・問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線２３８）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください
(８月27日現在)

人口
と
世帯

人　口 46,149 人 ( ＋ 54)
男 22,242 人 ( ＋ 7)
女 23,907 人 ( ＋ 47)

世　帯 15,013 戸 ( ＋ 36)
平成20年８月１日現在　(国勢調査を基に推計）

７月分可燃ごみ：942.02t（前年比－24.5％）ごみ減量にご協力を！

歴史民俗資料館、中野小学校旧校舎・信州中野
銅石版画ミュージアム、中野陣屋・県庁記念
館の展示案内です。是非、ご覧ください。

　　(平成20年７月30日～８月26日)

●文化振興のため　
　現金30,000円
　＜ションション祭り「土びな連」代表　奈良
　久雄　様＞

ご寄付　ありがとうございました



保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　おもちゃを使って遊ぶことが
大好きな女の子です。ミカンと
メロンとブドウが大好物です。
　いつまでも元気で優しい子に
育ってほしいと思います。
（小林晃仁・理恵さん　草間）

（３歳１か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成20年９月４日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )
期日・対象（※３カ月健診時に行います）
９月９日㈫・平成20年５月生まれ
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満の方で
就学前の１年間(保育園、幼稚園
の年長児)
第４期＝高校３年生に相当する年
齢の者（18歳になる年度の１年間）
※毎月実施していますので、接種
　される前月に実施医療機関へ予
　約してください。（無料）

平成20年９月号 26

　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。（無料）
子供－こだわりが強い、登校拒否等
大人－イライラ、不眠、物忘れ等
日時／９月 18 日㈭午後２時～４時
場所／中野保健センター
※希望者は、９月 16 日㈫までに健

康長寿課へお申込みください。

心の健康相談

 小児救急電話相談　    
 「＃８０００」ご利用ください
　子どもの夜間の急な病気やけがの相
談に対し、乳幼児・小児の医療相談に
経験豊富な看護師等がアドバイスする

「小児救急電話相談」を実施しています。
○電話番号　＃８０００
※アナログ回線、携帯電話、ＩＰ電話の

場合は
　☎０２６３（７２）２０００へ
相談日時　毎日午後７時～ 11 時

ポリオ ( 小児マヒ )
受付時間／午後１時～１時40分

< 中野保健センター >
10月6日㈪…長丘、科野、倭、豊田
　　　　７日㈫…日野、延徳
　　　　8日㈬…平野
　　　　９日㈭…高丘、平岡
　　　10日㈮…中野
対
象
・
接
種
方
法

３か月～１歳６か月の乳幼児 (標準)
※６週間以上あけて２回接種
※７歳６か月未満まで接種可能
※下痢をしている場合は、治って
　から受けましょう

小林　海
み う

優ちゃん

【受付時間が変わりました】

健診名 健 診 日 対　　象
３か月
健　診 ９月９日㈫ 20年５月生まれ

７か月
健　診 ９月10日㈬ 20年１月生まれ

１　歳
６か月
健　診

９月12日㈮ 1９年２月生まれ

２　歳
健　診 ９月８日㈪ 18年８月生まれ

３　歳
健　診 ９月11日㈭ 1７年８月生まれ

※都合の悪い場合は、翌月お出かけくだ
　さい。

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、バスタオル

乳幼児健康診査
【受付時間が変わりました】

※詳しくは、健康カレンダーをご覧くだ
さい。なお、予防接種の際には、原則
として保護者が付き添ってください。
保護者が特段の理由で同伴すること
ができない場合、接種するお子さん
の健康状態をよく知る人が付き添っ
てください。その場合、予診票に加え、
委任状が必要となります。委任状は
子育て課窓口及びホームページより
ダウンロードしてお使いください。

　○ 健康増進普及月間
　　　９月１日㈪～30日㈫
　○ がん征圧月間
　　　９月１日㈪～30日㈫
　○ 救急医療週間
　　　９月９日㈫～15日㈪
　○ 結核予防週間
　　　９月24日㈬～30日㈫

三種混合 ( ジフテリア、百日せき、破傷風 )
受付時間／午後１時～１時40分

＜中野保健センター＞
10月15日㈬…日野、延徳、平野、
　　　　　　高丘、平岡
　　1７日㈮…中野、長丘、科野、
　　　　　　倭、豊田
対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳の乳幼児　
（20～56日(３～８週間)の間隔で３
回接種）
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳の幼児
（Ⅰ期初回終了後12～18か月間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

日　本　脳　炎
集団での予防接種を見合わせてい
ます。再開するときは、お知らせ
いたします。なお、流行地域へ渡
航される場合や蚊に刺されやすい
環境にある場合等は、日本脳炎ワ
クチンを接種することができま
す。この場合、接種対象年齢内で
あれば、接種費用は無料となりま
す。ご希望の方はお問い合わせく
ださい。

育児教室
期日・対象／９月24日㈬・８～10か月児
時間／午後１時15分～３時30分
会場／中野保健センター
内容／むし歯予防とアゴの発育の話、
　　　離乳食について

 　「こどもの救急」は夜間や休日
などの診療時間外に、お医者さん
にかかるかどうか、判断の目安を
日本小児科学会が提供してるホー
ムページです。可能であれば、救
急外来に受診する前にご確認いた
だき、判断の一助としてください。
ホームページアドレス
http://www.kodomo-qq.jp/

「こどもの救急」
　　　　をご活用ください



１　交差点

交　 差　 点
2008. ９　No.14あなたとわたし　　未来への

　　平成19年度～23年度の中野市男女共同参画計画
　　　　　　「共にいきいき　なかのプラン21」
　　　　すべての市民が、性別にかかわらず
　　　　　　　　　お互いの生き方を尊重し合い、
　　　　　　　　　　　　　　個性豊かに生きることができる
　　男女共同参画社会の実現をめざします。
　この計画の目標達成に向けて身近なところから実践しましょう。

“あいとぴあ” 男女共同参画啓発かるた

り る留
守
番
の

　

父
さ
ん
い
そ
い
そ

　
　

夕ゆ
う

餉げ

の
し
た
く

隣
人
の

　

視
線
気
に
せ
ず

　
　
　

パ
パ
育
児



交差点　２

　
中
野
市
の
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
制
定
の
趣
旨
の
中
に
「
男
女
が
互

い
に
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
あ
り

ま
す
。

　
い
ま
、
少
子
高
齢
化
が
も
た
ら
し

て
い
る
様
々
な
社
会
現
象
の
一
つ
に

「
介
護
」
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

「
老
老
介
護
」
「
老
子
介
護
」
等
々

必
死
に
介
護
を
続
け
て
お
ら
れ
る
家

庭
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
介
護
に
疲
れ
、

先
き
行
き
に
自
信
を
な
く
し
て
、
ど

ち
ら
か
の
命
を
絶
つ
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
す
。

　
先
ご
ろ
、
草
間
分
館
主
催
に
よ
る

男
女
共
同
参
画
推
進
出
前
講
座
が
行

わ
れ
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
勉
強
会

と
足
腰
を
鍛
え
る
（
守
る
）
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
で
し
た
。

　
年
を
取
っ
た
ら
皆
に
迷
惑
を
か
け

ず
ピ
ン
ピ
ン
こ
ろ
り
と
行
き
た
い
も

ん
だ
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
全
く
そ
の
通
り
で
す
。

　
日
頃
の
心
が
け
一
つ
、
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
で
、
体
を
動
か
し
老
化
の

　
上
記
は
、
７
月
７
日
に

草
間
区
・
草
間
分
館
主
催

で
行
な
わ
れ
た
男
女
共
同
参
画
推

進
出
前
講
座
「
は
つ
ら
つ
と
生
き

る
た
め
に
」
の
感
想
を
草
間
区
長

さ
ん
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ

ん
の
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
出

前
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
主
と
し
て
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
内
容
で

開
催
す
る
も
の
で
す
が
、
女
性
相

談
員
が
講
師
と
し
て
地
域
に
出
向

き
、
女
性
相
談
や
高
齢
者
の
犯
罪

被
害
防
止
等
に
つ
い
て
お
話
し
す

る
こ
と
や
、
民
生
委
員
さ
ん
に
よ

る
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
保
健
補
導

員
会
の
集
ま
り
な
ど
で
の
ご
利
用

も
可
能
で
す
。

　
少
人
数
の
集
ま
り
や
短
時
間
で

も
開
催
で
き
ま
す
の
で
、
御
希
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
男
女
共
同
参
画

推
進
室
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
健
康
な
体
・
心
を
保
持
し
、
家
庭

に
あ
っ
て
も
、
社
会
に
あ
っ
て
も
常

に
「
支
え
あ
う
」
「
相
手
の
立
場
を

理
解
す
る
」
心
を
大
事
に
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
余
暇
」…
働
き
手
の
人
に
と
っ
て

は
耳
障
り
な
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
誰
に
で
も
余
暇
は
あ
る
は

ず
で
す
。
積
極
的
に
外
に
出
て
交
流

し
、
趣
味
を
持
ち
、
さ
ら
に
視
野
を

広
げ
る
努
力
を
し
た
い
。
そ
ん
な
気

持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
最
近
は
、
趣
味
の
会
、
カ
ル
チ
ャ

ー
ス
ク
ー
ル
等
で
勉
強
さ
れ
て
い
る

女
性
の
数
が
男
性
の
そ
れ
を
遥
か
に

超
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
粗
大
ゴ
ミ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ま
ず
は
体
を
動
か
す
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

草
間
区
長
　
清
　
水
　
富
　
雄

男
女
共
同
参
画
と

　
　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

出
前
講
座

開催中



３　交差点

　
前
長
野
県
男
女
共
同
参
画
推
進
県

民
会
議
会
長
の
原
楫
さ
ん
が
6
月
26

日
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
に
お
い
て
、

多
年
に
わ
た
り
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
関
し
極
め
て
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
個
人
と
し
て
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
功
労
者
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
に
伴

市
長
を
囲
ん
で

ふ
れ
あ
い
ト
ー
キ
ン
グ
を
開
催

い
、
翌
27
日
市
長
に
受
賞
報
告
の
た

め
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
受
賞
者
は
総
勢
12
名

で
、
長
野
県
か
ら
は
、
原
さ
ん
お
ひ

と
り
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
さ
ん
は
、
平
成
14
年
５
月
か
ら

本
年
５
月
ま
で
長
野
県
男
女
共
同
参

画
推
進
県
民
会
議
会
長
を
務
め
、
男

女
共
同
参
画
推
進
の
県
民
運
動
の
中

心
的
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
長

野
県
男
女
共
同
参
画
審
議
会
会
長
代

理
と
し
て
、
長
野
県
男
女
共
同
参
画

計
画
の
策
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
長
野
県
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
会
長
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
平

成
17
年
７
月
か
ら
平
成
19
年
７
月
ま

で
内
閣
府
食
育
推
進
会
議
委
員
と
し

て
国
の
食
育
推
進
計
画
の
策
定
に
も

参
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
26
日
、
市
民
会
館
42
号
会
議

室
で
市
長
を
囲
ん
で
ふ
れ
あ
い
ト
ー

キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
23
名
の
女
性
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
複
雑
な
市
財
政
の
し
く
み
を
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
た
市
長
講
話
に
続
い

て
、
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
生
活
に
直
接
関

係
し
た
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
２
時
間

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

原は
ら

　
楫か

じ

さ
ん
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞
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平
成
20
年
度
第
１
回
男
女
共
同
参
画

審
議
会
を
７
月
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

⑴
女
性
の
公
職
参
画
状
況
調
査
に
つ
い

て
⑵
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
関
す

る
平
成
19
年
度
事
業
実
績
及
び
平
成

20
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

⑶
中
野
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て

⑷
女
性
相
談
窓
口
事
業
に
つ
い
て

　
中
野
市
の
男
女
共
同
参
画
事
業
に
関

す
る
質
問
や
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
、

審
議
会
委
員
の
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
や
経
験
に
基
づ
く
活
発
な
話
し
合

い
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
議
会
の
内
容
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
ま
と
め
た
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
御
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
男
女

共
同
参
画
推
進
室
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
御
覧
く
だ
さ
い
。

女
性
相
談
窓
口
か
ら

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

講
座
開
講

　
連
日
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
い
ろ

い
ろ
な
事
件
を
伝
え
て
い
ま
す
。
悲
し
く
な
る

よ
う
な
事
件
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
と
思

う
よ
う
な
事
件
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も

そ
ん
な
事
件
も
最
初
は
さ
細
な
き
っ
か
け
か
ら

起
こ
っ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
夫
婦
の
こ
と
、
家
の
中
の
こ
と
な
ど
他
人
に

は
話
せ
な
い
こ
と
を
女
性
相
談
員
は
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
電
話
で
話
を
し
て
見
ま
せ
ん
か
。

〇
相
談
日
及
び
相
談
時
間

　
月･

水･

金
曜
日
（
祝
日･

休
日
は
除
く
）

〇
電
話
相
談

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

〇
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

　
場
所
　
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

〇
電
話
番
号
　
23
―
４
８
１
０
（
シ
ン
パ
イ
ゼ

ロ
）
心
配
ゼ
ロ
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

・
専
門
の
女
性
相
談
員
が
女

性
の
様
々
な
悩
み
の
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

が
７
月
16
日
に
開
講
し
ま
し
た
。

　
初
回
は
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て

元
長
野
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
館

長
の
馬
場
よ
し
子
先
生
に
よ
る
「
男
女

共
同
参
画
と
は
？
　
男
の
痛
み
・
女
の

痛
み
　
２
人
の
お
も
い
や
り
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
が
行
な
わ
れ
た
後
「
中
野

ま
な
び
ぃ
塾
」
で
議
場
施
設
を
見
学
し

な
が
ら
、
議
会
の
仕
組
み
と
役
割
を
学

ぶ
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

第１回
男
女
共
同
参
画

審
議
会
を
開
催

男
女
共
同
参
画
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河原で水をかけ合う子どもたち
　

北
部
公
民
館
は
８
月
５
日(

火)

、
子
ど

も
教
室
あ
る
あ
る
夏
休
み
探
険
隊
「
河
原

で
遊
ぼ
う
＆
ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
」
を
平
成
橋
近
く
の
夜
間
瀬
川
で
開
き

ま
し
た
。

　

講
師
に
自
然
観
察
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
畔
上
正
雄
さ
ん
、
美
津
子
さ
ん
を
迎
え
、

22
名
の
児
童
と
保
護
者
ら
６
名
が
参
加
。

　

子
ど
も
達
は
川
に
飛
び
込
ん
で
生
物
を

探
し
た
り
、
竹
で
作
っ
た
水
鉄
砲
で
撃
ち

合
い
を
し
た
り
と
川
遊
び
を
満
喫
し
ま
し

た
。

あおぞら
　

八
月
初
旬
、
沖
縄
旅
行
の
機

会
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い
時
を
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

透
明
で
き
れ
い
な
海
が
気
に

入
り
、
五
年
前
か
ら
毎
夏
、
家

族
で
佐
渡
に
行
っ
て
い
た
息
子

が
、
今
年
の
夏
は
沖
縄
の
海
に
し
た
か

ら
一
緒
に
行
こ
う
と
誘
っ
て
く
れ
、
三

世
代
６
人
で
の
旅
行
と
な
っ
た
。

　

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
で
カ
ラ

フ
ル
な
熱
帯
魚
と
の
遊
泳
、
亜
熱
帯
の

木
々
が
茂
る
や
ん
ば
る
の
大
自
然
や
パ

イ
ナ
ッ
ツ
プ
ル
畑
、
夏
の
風
物
詩
「
エ

イ
サ
ー
」
の
見
学
、
普
通
に
は
読
め
な

い
沖
縄
の
地
名
や
沖
縄
語
、
珍
し
い
沖

縄
料
理
や
お
い
し
い
南
国
の
フ
ル
ー
ツ
、

琉
球
王
国
時
代
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が

れ
る
独
特
の
文
化
に
触
れ
た
旅
で
し
た
。

　

真
夏
の
沖
縄
へ
？
と
思
っ
た
が
、
結

果
的
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
異
国
を
思
わ

せ
る
文
化
や
自
然
を
楽
し
ん
だ
思
い
出

に
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

息
子
達
が
子
供
の
こ
ろ
は
、
毎
年
こ

の
時
期
、
地
区
の
公
民
館
事
業
と
し
て

バ
ス
ハ
イ
ク
等
の
小
旅
行
が
あ
り
、
近

所
の
人
達
と
大
い
に
親
睦
が
図
ら
れ
た

も
の
で
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
そ
れ
も

な
く
な
り
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

（
Ｅ
・
Ｓ
）
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編
集
委
員
体
験
取
材

北
部
公
民
館
講
座

川
原
で
遊
ぼ
う 

＆

ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

ちょー気持ちいい

・
あ
ん
と
市

・
七
夕
ま
つ
り



２

農・
工・
商
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

編集委員
の

体験取材
編集委員
の

体験取材・あんと市東横町通り
　
中
心
市
街
地
の
真
ん
中
を
東
西
に
走
る
中
央
通

り
と
東
横
町
。
西
の
中
央
通
り
は
駅
前
か
ら
の
玄

関
口
。「
商
店
街
」
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
ま
ま
の
道

が
続
く
。

　
東
横
町
は
高
梨
館
跡
や
東
山
へ
と
続
く
歴
史
の

通
り
。
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館
な
ど
も
あ
り
、

中
野
市
の
伝
統
的
街
並
の
匂
い
を
残
し
て
い
る
。

　
夏
の
中
央
通
り
で
恒
例
の
「
七
夕
ま
つ
り
」
と
、

東
横
町
で
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
「
あ
ん
と
市
」
に

編
集
委
員
が
取
材
に
訪
れ
、
中
心
市
街
地
の
活
気

を
レ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

　
信
州
中
野
ゆ
め
倶
楽
部
（
武
田
宗
市
代
表
）
で

は
、
毎
月
２
回
東
横
町
商
店
街
に
お
い
て
「
あ
ん

と
市
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
東
横
町
は
陣
屋
や
高
梨
城
址
に
近
く
、
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
町
並
み
が
特
徴
で
あ
る
が
、「
あ
ん

と
市
」開
催
時
に
は
更
に
元
気
な
町
に
な
る
。「
農
・

工
・
商
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
合
言
葉
が
示

す
通
り
、新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、地
元
産
材
を
使
っ

た
木
工
製
品
な
ど
、
つ
い
足
を
止
め
て
見
入
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
商
品
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
生
産
者

の
顔
が
見
え
る
商
品
販
売
は
こ
こ
数
年
大
手
ス
ー

パ
ー
等
で
も
販
売
戦
略
と
し
て
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
が
、
あ
ん
と
市
で
は
そ
れ
が

当
た
り
前
。「
は
い
よ
、
一
個
お
ま
け
。」

最
近
め
っ
き
り
聞
く
こ
と
の
無
か
っ
た
こ

の
言
葉
が
生
産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
橋
渡

し
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
…
。

　
高
度
経
済
成
長
期
に
分
離
し
て
し
ま
っ

た
農
・
工
・
商
業
が
再
び
力
を
合
わ
せ
、

街
全
体
を
豊
か
に
活
性
化
し
て
行
き
た
い

と
武
田
代
表
は
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
。

ちんどんさんが賑わいを演出

代
表
：
武
田
宗
市
氏
。
キ
ノ
コ
で
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
・
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
を
主
と

し
た
有
志
で
結
成
。
中
野
名
物
の
開
発

や
、
観
光
資
源
の
活
用
な
ど
に
よ
る
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
活
性
化
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

信
州
中
野
ゆ
め
倶
楽
部

る ま つ り

祇園祭　（７月中旬） バラ祭り（６月上旬） ひな市（３月下旬）
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■
群
星
と
化
す
商
店
街

　
中
央
通
り
の
七
夕
ま
つ
り
が
８
月
６
、７
の
２

日
間
開
か
れ
た
。
笹
に
色
と
り
ど
り
の
飾
り
を
つ

け
、
商
店
街
は
夕
暮
れ
か
ら
群
星
の
よ
う
に
、
来

場
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　
七
夕
飾
り
は
商
店
主
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
が
溢

れ
、
光
の
演
出
が
美
し
く
、
人
気
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
使
っ
た
も
の
も
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人

気
。
七
夕
飾
り
が
商
店
街
を
天
か
ら
覆
い
、
道
行

く
親
子
連
れ
も
潜
る
度
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

　
催
し
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
会
や
抽
選

会
。
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
の
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
の
選

手
も
来
場
し
、
華
を
添
え
た
。

■
七
夕
ま
つ
り
の
始
ま
り

　
地
域
新
聞
の
過
去
の
記
事
に
よ
る
と
、
始
ま
り

は
昭
和
30
年
代
初
頭
に
遡
る
。
当
時
は
商
工
会
議

所
の
音
頭
で
、
市
街
地
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
夏

祭
り
を
開
い
て
い
た
。
七
夕
ま

つ
り
は
、
数
多
い
企
画
の
中
の

一
つ
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
商
店
主
た
ち
は
御
中
元
商
戦

で
セ
ー
ル
を
開
催
。
商
工
会
議

所
は
豪
華
賞
品
が
当
る
ク
イ
ズ

大
会
や
商
店
向
け
の
七
夕
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
を
開
い
て
い
た
。

　
催
し
は
年
々
豪
華
に
な
り
仮

装
コ
ン
テ
ス
ト
や
宝
探
し
な
ど

も
。
今
で
は
懐
か
し
い
子
ど
も

相
撲
大
会
も
神
社
な
ど
で
行
わ

れ
た
。

　
当
時
の
時
代
背
景
や
街
並
な

商
店
街
を
彩
る
七
夕
飾
り

ど
を
想
像
す
る
と
、
な
ん
と
も
賑
や
か
な
夏
祭
り

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
夏
休
み
中
の
子

ど
も
た
ち
も
、
お
盆
ま
で
続
く
催
し
に
心
を
弾
ま

せ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
こ
れ
か
ら
期
待
の
新
企
画

　
今
、
中
野
市
は
ひ
な
市
か
ら
え
び
す
講
ま
で
、

春
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
大
小
様
々
な
祭
り
が
続
く
。

　
近
年
で
は
市
民
有
志
に
よ
る
「
な
か
のEBESA

」

や
「
あ
ん
と
市
」
も
開
か
れ
、
若
者
有
志
は
野
外

ラ
イ
ブ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
た
。

　
関
係
者
の
努
力
と
苦
労
に
頭
が
下
が
る
。
人
目

を
引
く
宣
伝
と
楽
し
い
演
出
で
、
も
っ
と
楽
し
ま

せ
て
欲
し
い
。

　
歴
史
あ
る
街
並
と
近
代
的
な
建
物
が
同
時
に
並

ぶ
中
野
市
。
伝
統
の
祭
り
と
新
興
の
イ
ベ
ン
ト
が

一
体
と
な
り
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
大
い
に
沸

か
せ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。

集特

商店街を覆う七夕飾り

中 野 を 彩

えびす講（11月下旬） ションションまつり（７月下旬） 祇園祭　（７月中旬）

・七夕まつり中央通り



４

　
南
間
長
瀬
の
氏
神「
高
位
牧
神
社
」
は

山
を
つ
か
さ
ど
る
大
山
祇
命
を
祀
っ
て

い
る
。
中
野
扇
状
地
の
扇
端
に
ど
う
し

て
山
ノ
神
を
祀
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
高
位
牧
は
字
づ
ら
か
ら
す
る
と
、
高

井
野
（
高
山
村
）
牧
、
地
理
的
に
み
る

と
笠
原
牧
（
中
野
市
）
を
想
定
す
る
が
、

当
区
の
近
く
に
笠
原
神
社
が
あ
る
の
で

混
乱
を
さ
け
て
、
高
位
牧
神
社
に
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
南
間
長
瀬
は
中
世
の
笠
原
牧
で
歴
史

の
古
い
と
こ
ろ
だ
が
、
近
世
の
村
と
し

て
成
立
し
た
の
は
中
野
市
村
む
ら
に
あ

っ
て
は
遅
い
ほ
う
で
あ
る
。
以
下
は
そ

の
理
由
で
あ
る
。

　
当
区
の
西
方
に
は
砂
田
、
島
は
た
け
、

川
畑
な
ど
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
か

つ
て
は
用
水
堰
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な

水
利
に
恵
ま
れ
な
い
地
に
人
々
は
住
み

つ
き
に
く
い
。
と
こ
ろ
が
近
世
の
初
頭
、

金
井
堰
の
流
末
が
こ
の
地
を
流
れ
く
だ

る
よ
う
に
な
る
。
人
々
は
微
高
地
に
移

り
住
み
、
金
井
堰
の
流
末
を
利
用
し

て
、
こ
の
地
の
開
発
に
あ
た
っ
た
。
言

い
伝
え
に
よ
る
と
、
開
発
者
は
海
谷
・

山
口
・
田
中
・
久
野
・
清
水
・
霜
鳥
な

ど
で
あ
っ
た
。
海
谷
は
先
頃
先
祖
の
屋

敷
跡
を
訪
ね
て
保
科
（
長
野
市
）
へ
行

っ
て
い
る
。
山
口
・
田
中
は
若
宮
の
宮

下
集
落
（
現
若
宮
と
南
間
長
瀬
の
中
ほ

ど
）
か
ら
南
間
長
瀬
に
移
り
住
む
。
南

間
長
瀬
の
山
口
と
若
宮
の
山
口
は
先
頃

ま
で
い
き
き
し
て
い
た
。
田
中
は
同
じ

別
れ
と
伝
え
て
い
る
。
久
野
・
清
水
・

霜
鳥
な
ど
の
先
住
地
に
つ
い
て
は
今
の

と
こ
ろ
定
説
が
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
人
達
の

努
力
に
よ
り
間
長
瀬
地
区
の
開
発
が
進

む
が
、
領
主
か
ら
一
村
と
し
て
認
め
ら

れ
た
の
が
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
の

福
島
正
則
検
地
の
と
き
で
あ
っ
た
。
こ

の
と
き
の
村
高
は
五
六
石
余
で
他
村
よ

り
少
な
い
。
小
石
高
と
は
い
え
、
村
は

む
ら
で
あ
る
。
高
位
牧
神
社
は
お
そ
ら
く
、

村
び
と
の
寄
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
立
村
ま

も
な
く
創
建
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
　
毅
）

　
南
間
長
瀬
区
は
、
わ
ず
か
三
十
軒
の

行
政
区
で
す
が
、
小
さ
い
村
な
の
で
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
、
家
族
の
よ
う

な
仲
の
良
い
、
と
て
も
協
力
的
な
地
域

で
す
。

　
南
間
長
瀬
区
の
公
民
館
事
業
と
し
て

は
、
新
年
一
月
二
日
の
子
ど
も
達
を
中

心
と
し
た
書
初
め
で
始
ま
り
、
次
に
ど

ん
ど
焼
き
、
春
の
球
技
大
会
は
老
若
男

女
誰
で
も
楽
し
む
事
が
で
き
る
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
、

球
技
終
了
後
は
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

又
、
七
月
に
は
、
浜
津
ヶ
池
公
園
市
民

セ
ン
タ
ー
で
今
年
三
年
目
と
な

る
、
そ
ば
打
ち
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
講
師
の
方
に
手
取
り
足

取
り
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
出

来
映
え
は
と
も
あ
れ
自
分
で
打

っ
た
そ
ば
の
味
は
格
別
お
い
し

い
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
事
業
と
し
て
は
、

四
ヶ
郷
球
技
大
会
、
区
と
協
賛

の
敬
老
会
、
同
和
教
育
懇
談
会
、
し
め

縄
作
り
講
習
会
が
あ
り
ま
す
。
分
館
事

業
を
通
じ
て
、
子
ど
も
達
や
区
民
の
皆

様
と
の
親
睦
と
交
流
が
出
来
る
様
、
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
山
口
　
太
吉
）

南間長瀬分館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

南
間
長
瀬
の
開
発
と

氏
神「
高
位
牧
」神
社

編
集
委
員

　
だ
よ
り

そば打ち体験をする参加者

　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
柔
道
競
技
を
見
て
い
て
剣

道
は
な
ぜ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
な
ら
な
い
の
か
ふ

と
疑
問
に
感
じ
た
。
「
あ
ま
り
に
も
日
本
的
過
ぎ
る

か
ら
？
」
と
言
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
前
回
の
世
界

大
会
で
は
四
十
四
も
の
国
と
地
域
が
参
加
し
、
日
本

代
表
は
何
と
ア
メ
リ
カ
に
負
け
て
い
る
。
優
勝
し
た

の
は
韓
国
だ
。
実
は
想
像
し
た
以
上
に
世
界
に
普
及

し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
以
前
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
化
へ
の
動
き
は
韓

国
か
ら
出
て
い
た
よ
う
だ
が
、
日
本
の
剣
道
家
の
多

く
は
反
対
し
て
い
る
と
聞
く
。
お
そ
ら
く
剣
道
を
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
と
ら
え
る
世
界
（
日
本
も
含
め
て
）

の
潮
流
の
中
で
、
伝
統
的
な
剣
道
つ
ま
り
礼
儀
正
し

さ
、
謙
虚
な
態
度
、
尊
敬
の
念
と
い
っ
た
武
士
道
精

神
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。

　
剣
道
に
お
い
て
勝
敗
を
決
め
る
有
効
打
突
と
は

「
充
実
し
た
気
勢
、
適
正
な
姿
勢
を
も
っ
て
竹
刀
の

打
突
部
で
打
突
部
位
を
刃
筋
正
し
く
打
突
し
、
残
心

が
あ
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
先
に
竹
刀
を

相
手
に
当
て
る
だ
け
で
は
一
本
に
な
ら
な
い
。
力
や

技
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
心
の
状
態
が
強
く
投
影

さ
れ
て
い
る
必
要
性
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
精
神
的
な
側
面
こ
そ
が
剣
道
の
独
自
性
で
あ
り
、

日
本
の
文
化
と
し
て
世
界
に
誇
れ
る
も
の
に
違
い
な

い
。
将
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
な
っ
た
と
し
て
も

電
子
器
具
を
身
に
つ
け
、
ポ
イ
ン
ト
制
の
競
技
に
な
っ

て
し
ま
う
な
ら
、
何
と
味
気
な
い
も
の
か
…
。
　(

え)

編
集
委
員

　
だ
よ
り



５ 文化なかの /08.9

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

中
　
央
　
公
　
民
　
館

講座名 日　時 場　所 講　師 　備　　考

絵画教室

10/８　13:30～15:30
10/15　　　 〃
10/22　　　 〃
10/29　　　 〃
11/５　　　 〃
(全５回　毎回水曜日)

中央公民館
教室

〈洋画家〉
坂入進一　先生

〈定員〉15名
〈受講料〉無料
〈持ち物〉絵画用具一式
〈申込み〉９月17(水)から

歴史講座
10/８　19:00～20:30
10/22　　　 〃
11/５　　　 〃
(全３回　毎回水曜日)

働く婦人の家
２階
軽運動室

湯本軍一　先生
〈定員〉70名程度
〈受講料〉無料
〈申込み〉不要

中野市在住の外国人と日本人の国際交流パー
ティーを開催します。お気軽にご参加ください。

日　時　10月12日(日)14:00～16:30
場　所　中央公民館　３階　講堂
参加料　無料　　申込み　不要

演　題　「少年鑑別所で出会う少年たち」
講　師　長野少年鑑別所　吉村　雅世　所長
日　時　10月２日(木)10:00～11:30
場　所　中央公民館　講堂
参加料　無料　　申込み　不要　　※託児あります

北
部
公
民
館

絵手紙教室

９/18　19:00～21:00
９/25　〃
10/２　〃
10/９　〃
(全４回　毎回木曜日)

北部公民館 市川典子　先生

〈定員〉15名
〈受講料〉無料
  但し、はがき代１回100円
〈持ち物〉水彩用具一式
　墨、描きたい素材

西
　
部
　
公
　
民
　
館

すくのび学級
親子遊び＆頑張るママの
　　心と体の潤いエアロ

時間は各組共通
10:30～12:00

普
通
に
歩
け
る
組

10/15(水)
10/22(水)
10/29(水)
11/４(火)
11/11(火)

西部公民館 関夕加里さん
黒岩あずささん

〈定員・各組〉15組
〈受講料〉無料
〈傷害保険料〉1人100円 

〈持物〉子どものおやつ、
　飲料水、タオル、シューズ
〈申込開始〉９月９日(火)
　　　　　　13:00から

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
組

11/18(火)
11/26(水)
12/２(火)
12/16(火)
12/24(水)

すくのび学級
おやつづくり教室 10/９(木)10:00～13:00 西部公民館 外山美由子さん

長島友子さん

〈定員〉20組
〈受講料〉無料
〈材料費〉500円 
〈持物〉エプロン、ふきん
〈申込開始〉９月16日(火)から

豊
田
公
民
館

フレンドリー
　　英会話教室

９月16日から３月まで
毎週火曜日
19:00～21:00 豊田公民館

レイリング・
デビット・マー
ティン先生

〈受講料〉無料

国際交流の集い 家庭教育学級 公開講座

展　　示 23墨友会の 水 墨 画 展
中央公民館　展示コーナー
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印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

七夕 /平和通り（月岡尚雄）

季節のコラム
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
、
保
育
園
や
小
学
校
に
は

運
動
会
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
く
る

先
日
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
世
界
一
の

走
り
や
技
に
感
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が

今
度
は
、
子
ど
も
た
ち
の
出
番
だ

何
事
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
姿
を
見
る
と

自
然
と
声
を
大
に
し
て
、
応
援
し
た
く
な
る

全
力
を
出
し
て
頑
張
っ
た
子
ど
も
た
ち
皆
に

金
メ
ダ
ル
を
あ
げ
た
い

花と季節の写真
募　  集

　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
読
者
参

加
型
の
公
民
館
報
に
す
る
た
め
市
民
の
み
な

さ
ま
よ
り
、
中
野
市
内
の
花
や
季
節
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
。未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の

プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の

も
の
）
編
集
委
員
が
選
び
、
10
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、
花
の
名
前
、
写
真
の
コ
メ
ン
ト
を
書

き
送
っ
て
下
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー

ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
下
さ
い
。
随
時

募
集
し
ま
す
。

　
宛
先
は
中
央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田
公
民
館

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

☎
２
２
・
２
６
９
１
（
有
線
２
０
６
９
１
）

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

　
　
運
動
会

ヒマワリ /上今井（BUSI）

涼 / 自宅（月岡尚雄） 新聞紙工作（佐藤）
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